
番
外
謡
曲

「
聖
光
寺
」
に
　
つ
　
い
　
て

三

谷

幸

子

は

じ

め

に

　
番
外
謡
曲
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
降
、
安
田
善
之
助
・
横
山
杣
人
・
丸

岡
桂
・
和
田
維
四
郎
・
斎
藤
香
村
・
三
上
進
・
高
安
六
郎
・
川
瀬
一
馬
・
江
島
伊

兵
衛
・
表
章
・
田
申
允
な
ど
の
諸
氏
先
学
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
貴

重
な
文
献
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
田
申
允
氏
の
「
番
外
謡
曲
・
角
渕
本
」
（
正
続
二
冊
・
古
典
文
庫
・
昭
和
2
5

年
3
月
～
昭
和
2
7
年
3
月
刊
）
に
つ
づ
く
「
未
刊
謡
曲
集
」
　
（
古
典
文
庫
・
昭
和

38

N
9
月
～
昭
和
4
5
年
7
月
刊
）
十
六
巻
に
わ
た
る
七
百
三
十
四
曲
の
詳
細
な
解

題
と
翻
刻
紹
介
、
表
章
氏
に
よ
る
「
鴻
山
文
庫
の
研
究
・
謡
本
の
部
」
　
（
わ
ん
や

書
店
・
昭
和
4
0
年
3
月
刊
）
に
紹
介
さ
れ
た
番
外
謡
曲
の
写
本
の
書
誌
学
的
説

明
、
ま
た
、
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
第
八
巻
「
謡
曲
・
狂
言
」
　
（
三
省
堂
・
昭

和
3
5
年
6
月
刊
）
に
お
け
る
多
く
の
文
献
、
国
書
総
目
録
第
六
巻
（
岩
波
書
店
・

昭
和
4
4
年
4
月
刊
）
に
示
さ
れ
た
「
能
の
本
」
の
紹
介
、
近
く
は
「
樟
陰
国
文
学

」
7
号
（
大
阪
樟
陰
国
文
学
会
・
昭
和
4
5
年
3
月
刊
）
に
発
表
さ
れ
た
西
畑
実
氏

の
「
大
西
家
蔵
・
番
外
謡
曲
に
つ
い
て
」
な
ど
、
雑
誌
・
論
集
に
発
表
さ
れ
た
多

く
の
番
外
謡
曲
が
あ
る
。

　
謡
本
「
聖
光
寺
」
は
番
謡
の
よ
う
な
高
度
の
謡
曲
で
は
な
い
が
、
私
の
管
見
に

入
っ
た
限
り
で
は
、
ま
だ
翻
刻
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
所

蔵
者
田
中
重
太
郎
博
士
の
お
許
し
を
得
て
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭

一

　
謡
本
「
聖
光
寺
」
田
中
重
太
郎
博
士
蔵
本
は
、
縦
二
十
四
・
五
糎
、
横
十
七
・

三
糎
、
墨
付
十
七
葉
、
一
葉
五
行
書
（
一
面
の
み
四
行
書
）
一
行
字
数
十
三
字
前
後

の
袋
綴
本
で
あ
る
。
表
紙
は
濃
い
緑
色
で
地
模
様
が
あ
り
、
題
目
は
な
い
。
第
一

面
の
裏
面
に
「
聖
光
寺
」
と
記
さ
れ
、
右
下
に
「
水
海
ト
モ
」
と
少
し
小
さ
く
書

か
れ
て
い
る
。
用
紙
は
美
濃
版
の
す
ぎ
は
ら
紙
で
あ
る
。
奥
書
に
「
文
化
十
四
歳

丁
子
春
写
之
」
と
あ
り
、
．
お
わ
り
に
「
此
本
何
方
へ
参
り
候
共
早
々
御
か
へ
し
被

下
候
文
政
三
辰
三
月
面
之
今
井
米
七
」
と
あ
る
。
作
者
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。

「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て



　
　
　
　
　
　
「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

　
聖
光
寺
は
京
都
市
下
京
区
寺
町
通
り
に
現
存
す
る
浄
土
宗
鎮
西
派
の
寺
院
で
あ

る
。
現
在
は
「
シ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
謡
本
で
は
「
聖
」
を
「
セ

イ
」
と
よ
ん
で
い
る
。
寺
の
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
寺
宝
と
し
て
清
海
曼

茶
羅
と
嵯
峨
式
釈
迦
如
来
像
（
鎌
倉
期
作
）
、
大
挙
正
宗
国
師
額
（
天
保
八
年
尊

超
法
親
王
筆
）
が
あ
る
。

　
聖
光
寺
は
錦
綾
山
曼
網
羅
院
と
も
称
し
、
浄
土
宗
鎮
西
派
根
元
の
地
で
あ
る
。

元
久
元
年
に
仏
師
康
慶
が
開
基
と
な
り
、
鎮
西
聖
光
上
人
を
開
山
と
し
て
創
建
さ

れ
た
。
天
明
の
大
火
と
天
保
三
年
の
火
災
で
焼
失
し
た
が
、
華
頂
宮
尊
超
法
親
王

が
大
施
主
と
な
り
再
建
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
境
内
に
は
天
野
屋
利
兵
衛
（

綿
屋
善
右
衛
門
）
大
石
良
雄
実
母
の
墓
が
あ
る
。

二

　
謡
本
「
聖
光
寺
」
は
江
戸
後
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
現
住
職
小
林
忍
戒
師
の

お
言
葉
に
よ
る
と
「
こ
の
謡
本
は
当
寺
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
う
し

た
記
録
も
な
い
が
、
清
海
曼
祭
羅
は
後
年
の
作
で
は
あ
る
が
寺
宝
と
し
て
今
も
な

お
保
存
さ
れ
て
い
る
。
寺
院
の
記
録
に
よ
る
と
鎮
西
上
人
六
百
年
詳
言
が
文
化
十

一
年
（
］
八
一
四
）
に
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
こ

と
な
の
で
、
こ
の
謡
本
が
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
今
井
蔵
置
な
る
人
に
よ

っ
て
筆
写
さ
れ
た
と
す
る
と
、
お
そ
ら
く
鎮
西
上
人
六
百
年
同
語
に
ち
な
ん
で
、

文
化
十
一
年
頃
に
こ
の
謡
曲
が
新
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
品
等
は
「
鴻
山
文
庫
の
研
究
」
　
（
わ
ん
や
書
店
・
昭
和
4
0
年
3
月
刊
）
の
番

外
謡
曲
の
項
に
お
い
て
「
江
戸
時
代
に
は
、
新
作
謡
曲
が
お
び
た
だ
し
く
作
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

て
い
る
。
番
外
謡
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
る
田
中
尊
命
は
江
戸
時
代
の
新
作
曲
数
を

『
千
五
百
番
内
聞
二
千
番
』
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
う
狂
い
が
あ
る
見
通
し

と
は
思
わ
れ
な
い
。
1
・
中
　
略
－
一
謡
が
普
及
し
た
結
果
、
寺
社
の
縁
起
や
地

方
各
地
の
名
所
旧
跡
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
有
名
な
逸
話
な
ど
を
謡
曲
の
形
式
に
綴

っ
て
、
自
己
の
創
作
欲
を
満
足
さ
せ
た
り
、
教
義
や
名
所
の
宣
伝
に
用
い
よ
う
と

す
る
好
事
家
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
謡
物
の
新
作
は
番
綴
の
新
作

よ
り
も
容
易
で
あ
り
、
こ
れ
も
盛
に
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

が
、
謡
本
「
聖
光
寺
」
も
江
戸
後
期
に
こ
う
し
た
寺
社
縁
起
を
目
的
と
し
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
寺
社
縁
起
も
の
が
盛
に
新
作
さ
れ
た
例
を
み
る
と
、
現
行
曲
．
番
外
謡
曲
を
含

め
て
今
日
ま
で
「
寺
」
を
題
目
と
し
て
い
る
謡
曲
は
七
十
曲
余
り
に
達
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
に
寺
院
名
を
題
名
と
し
な
い
で
寺
社
の
縁
起
を
扱
っ
た
も
の
も
数
　
4
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

多
い
と
思
わ
れ
る
。

三

　
つ
ぎ
に
、
謡
本
「
聖
光
寺
」
の
資
材
と
な
っ
て
い
る
「
聖
光
寺
縁
起
」
と
「
清

海
曼
茶
羅
」
に
つ
い
て
の
べ
る
。

　
聖
光
寺
縁
起
に
つ
い
て
の
記
録
は
古
く
か
ら
あ
る
が
、
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た

も
の
は
聖
光
寺
に
お
い
て
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
鎭
西
國
師
三
跡
聖
光
寺
縁

起
」
の
ほ
か
に
、
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。

　
版
本
・
拾
遣
都
名
所
圖
會
・
平
安
城
の
巻
　
　
皇
都
書
林
　
　
天
明
7
年
末
秋

　
新
撰
京
都
名
所
図
会
・
巻
四
　
竹
村
幸
則
　
　
白
川
書
院
　
　
昭
和
3
8
年
6
月



　
新
修
京
都
叢
書
（
巻
十
・
十
二
・
十
六
・
十
九
・
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
彩
社
　
昭
和
4
2
年

　
新
修
京
都
叢
書
（
巻
四
・
十
六
所
収
ソ
　
野
間
光
辰
編
　
臨
川
書
店
　
昭
和
4
3
年

　
紙
面
の
都
合
で
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
版
木
・
平
担
都
名
所

圖
會
と
聖
光
寺
で
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
だ
け
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
聖
　
　
光
　
　
寺

　
　
　
同
街
（
京
極
通
）
綾
小
路
の
南
に
あ
り
浄
土
ロ
示
一
心
院
に
属
す
四
十
八
願

　
　
巡
の
第
四
十
二
番
な
り
開
基
良
阿
上
人
「
本
尊
阿
弥
陀
仏
」
立
像
三
尺
許
初

　
　
　
　
　
ク
ハ
　
タ
　
　
ノ
ノ

　
　
は
丹
波
国
桑
田
郡
篠
村
八
幡
宮
の
御
本
地
仏
な
り
天
正
年
中
良
阿
上
人
八
幡

　
　
宮
の
霊
夢
を
蒙
り
こ
＼
に
安
置
す

　
　
　
せ
い
か
い
ま
ん
た
ら
　
　
　
　
　
　
は
す
　
　
い
と
　
　
　
　
を

　
　
『
清
海
曼
陀
羅
』
む
か
し
蓮
の
糸
に
て
織
り
た
る
絹
に
清
水
寺
の
観
音
化
人

　
　
　
　
ま
ん
た
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
い
き

　
　
と
成
り
曼
陀
羅
を
図
し
て
和
州
の
清
侮
上
人
に
あ
た
へ
給
ふ
霊
器
な
り
後
世

　
　
　
　
　
　
た
か
ま

　
　
南
都
の
絵
師
高
天
法
眼
が
家
に
伝
り
あ
る
所
当
寺
の
良
阿
上
人
春
日
明
神
に

　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
つ
ち
や
う
　
　
　
　
　
ま
ん

　
　
詣
し
か
の
法
眼
が
宅
に
宿
し
ぬ
法
限
法
阿
を
聴
受
し
安
心
決
・
疋
の
う
へ
此
蔓

　
　
た
ら

　
　
陀
羅
　
を
上
人
に
寄
附
せ
り

　
　
　
　
天
明
七
年
末
秋
懸
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
版
本
・
拾
遣
都
名
所
圖
會
　
皇
都
書
林
所
収
）

鎭
西
國
師
奮
跡
聖
光
寺
縁
起

　
当
山
は
昔
後
臼
河
法
皇
の
御
勅
命
に
よ
り
、
三
十
三
問
堂
の
観
音
菩
薩
を
彫
み

し
大
佛
師
康
慶
が
草
庵
の
善
地
な
り
。
曽
て
五
呂
ホ
の
第
二
租
鎭
西
大
紹
正
宗
國
師

（
聖
光
上
人
の
贈
號
）
鎭
西
の
名
刹
明
星
寺
石
重
塔
の
再
建
に
方
り
、
其
本
尊
の

彫
刻
を
康
慶
に
依
頼
し
、
斬
日
ら
く
同
庵
に
滞
留
し
て
土
口
永
三
図
の
、
元
祖
大
師
に

　
　
　
　
　
　
「
聖
光
寺
」
　
に
つ
い
て

面
謁
し
浄
土
の
法
門
を
間
ひ
給
へ
り
。
其
時
大
師
一
見
し
て
曲
に
法
器
な
る
を
知

り
、
三
重
の
念
佛
を
説
き
給
ふ
に
騨
辮
廣
博
教
調
時
を
移
し
、
未
の
刻
よ
り
始
め

て
子
の
刻
に
至
る
。
國
師
大
に
共
説
に
哀
し
遂
に
師
資
の
禮
を
と
り
給
へ
り
。
時

に
大
師
六
十
壷
男
連
師
三
十
六
歳
な
り
。
國
帥
は
康
慶
か
後
園
に
小
庵
を
結
び
、

建
久
八
年
よ
り
元
久
兀
年
ま
で
首
尾
八
箇
年
、
日
日
古
水
に
詣
で
浄
土
教
義
の
納

奥
を
究
め
、
　
「
原
空
か
所
存
は
御
邊
に
傳
へ
畢
ん
ぬ
」
と
の
三
明
の
言
を
得
給
へ

り
。
斯
て
軍
師
は
念
弘
道
の
重
任
を
荷
ひ
、
鎭
西
に
帰
り
給
は
ん
と
す
る
や
、
康

慶
そ
の
徳
を
慕
ひ
、
特
に
別
離
を
悲
ん
で
國
師
自
筆
の
隻
影
を
乞
ひ
、
之
を
奉
安

し
て
聖
光
庵
と
歯
す
。
今
當
山
に
傳
ふ
る
所
の
眞
影
は
印
ち
こ
れ
な
り
。
其
後
天

正
十
一
年
申
興
良
阿
L
人
深
く
流
服
の
菖
跡
を
慕
ひ
、
勢
州
樹
齢
寺
を
欝
し
て
聖

光
庵
に
至
り
堂
宇
を
再
興
し
錦
綾
山
聖
光
寺
と
改
む
。
－
後
　
略
一
」
と
あ
る
。

　
　
　
昭
和
十
二
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
光
寺
一
一
一
十
三
世
　
白
鍵
　
良
英
　
謹
識

　　

@　

@
　
．
∵
噛
戸
議
　
　
　
　
難
灘

・
画
窺
撫
難
灘
灘
曝
羅

tc中　歯∵　、

1簿1馨
　　吊何呈茶羅

三
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「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

　
聖
光
寺
清
海
曼
愚
草
は
平
安
時
代
の
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
の
成
立
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
原
本
は
失
わ
れ
て
、
現
在
は
江
戸
時
代
の
も
の
が
あ
り
、
寺
宝
と
し

て
春
秋
の
彼
岸
に
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
が
最
近
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
聖
光
寺
に
伝
わ
る
清
海
曼
茶
羅
は
、

濃
紺
地
金
銀
泥
画
で
、
画
面
は
縦
一
九
三
糎
、
横
一
五
七
糎
で
二
本
あ
る
。
一
本

は
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
で
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
修
理
を
し
た
旨
の

裏
書
き
が
あ
り
、
他
の
一
本
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
写
し
た
と
い
う
年

紀
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
享
保
年
間
に
写
し
た
と
い
わ
れ
る
も
の
の
方

が
傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
慶
長
年
間
の
も
の
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
さ
せ
て
い

7
」
“
ッ
」
、
　
7
」
O

ナ
ナ
し
オ

　
清
海
曼
茶
羅
に
つ
い
て
は
、
聖
光
寺
に
伝
わ
る
一
巻
「
洛
陽
聖
光
寺
清
海
曼
茶

羅
縁
起
」
が
あ
り
、
ま
た
、
　
「
日
本
美
術
1
2
」
・
浄
土
教
画
（
昭
和
翌
年
1
2
月
・

至
文
王
畿
）
に
岡
崎
譲
治
氏
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
抜

葦
し
て
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

　
清
海
　
曼
　
茶
羅

　
　
　
智
光
曼
三
世
・
当
麻
曼
茶
匙
と
と
も
に
浄
土
三
惑
茶
羅
と
呼
ば
れ
る
一
つ

　
　
が
こ
の
曼
茶
羅
で
あ
る
。
こ
の
煎
茶
羅
は
清
海
と
い
う
僧
が
感
得
し
た
と
い

　
　
う
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
、
そ
の
比
較
的
古
い
作
品
が
奈
良
極
楽
寺
に

　
　
伝
わ
っ
て
い
て
著
名
で
あ
っ
た
が
、
今
は
転
じ
て
奈
良
国
立
博
物
館
に
蔵
さ

　
　
れ
て
い
る
。
清
海
と
い
う
僧
の
伝
暦
は
必
ず
し
も
詳
で
な
い
が
、
ほ
ぼ
藤
原

　
　
　
　
　
え
レ
ん

　
　
道
長
や
恵
心
僧
都
た
ち
と
同
時
代
の
人
で
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
に
没
し

　
　
て
い
る
。
一
中
略
一
こ
の
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
本
は
清
海
曼
茶
羅
と
は

　
　
い
い
難
く
、
む
し
ろ
智
光
曼
茶
羅
な
ど
に
近
い
阿
弥
陀
浄
土
変
相
図
の
一
異

四

本
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
製
作
は
平
安
後
期
と
認
め
ら
れ
、
浄

土
変
の
中
で
も
墨
田
に
属
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
京
都
聖
光
寺
・
宮
城
成
覚
寺
・
奈
良
櫛
羅
浄
土
寺
な
ど
に
は
絹

　
　
こ
ん
じ
き
ん
ぎ
ん
で
い
え

本
の
紺
地
金
銀
泥
画
の
清
海
曼
茶
羅
が
あ
る
。
そ
の
図
の
内
陣
の
中
央
下
辺

に
は
銘
文
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
清
海
が
功
を
終
え
て
箱
に
収
め
ん
と

し
た
と
き
蓮
華
座
が
現
わ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
図
の
外
陣
に
あ
ら
わ
し
た
と

い
う
も
の
で
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
十
月
二
十
二
日
の
年
紀
が
し
る
さ
れ
て

い
る
。
文
面
の
通
り
こ
れ
ら
の
清
海
曼
茶
羅
の
外
陣
に
は
計
十
六
個
の
蓮
華

を
金
銀
交
互
に
配
置
し
て
お
り
、
各
蓮
華
内
に
は
観
経
十
六
観
の
意
を
あ
ら

わ
す
偶
文
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
清
海
曼
奈
羅
と
観
無
量
寿
経

と
の
関
連
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
清
海
曼
茶
器
は
当
麻
曼

茶
譜
系
の
一
変
種
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
こ
の
蓮
華
座
に
よ
　
4
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

る
十
六
想
観
の
偶
文
を
外
縁
に
つ
け
る
こ
と
、
紺
地
金
銀
泥
絵
で
あ
る
こ
と

な
ど
は
沙
門
清
海
の
創
意
を
汲
む
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
清
海
曼
奈
羅
の
大
き

い
特
色
で
も
あ
る
。

　
さ
て
清
海
曼
祭
羅
の
成
立
は
平
安
時
代
の
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
実
見
し
た
記
録
と
し
て
は
鎌
倉
初
期
の
建
久
二
年

（一

鼈
齊
O
）
に
興
福
寺
実
叡
が
建
久
巡
札
記
に
し
る
し
た
も
の
や
降
っ
て

応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
に
芝
増
上
寺
の
開
基
前
差
上
人
が
当
麻
曼
茶

羅
疏
に
書
き
残
し
た
も
の
な
ど
で
平
安
朝
に
は
遡
ら
な
い
。
観
点
が
正
徳
二

年
（
一
七
一
二
）
に
選
述
し
た
清
海
隔
日
羅
合
讃
に
よ
る
と
こ
の
超
昇
寺
に

あ
っ
た
清
海
曼
茶
羅
の
原
本
は
天
正
年
間
の
兵
災
の
と
き
に
流
伝
し
て
京
都

聖
光
寺
に
遷
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
時
期
に
袋
中
良
定
（
一
五
四
四
～



一
六
三
九
∀
の
浄
土
第
三
曼
茶
追
記
に
よ
る
と
、
聖
光
寺
中
興
良
阿
上
人
の

時
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
聖
光
寺
に
伝
わ
る
清
海
曼
茶
羅
は
後

世
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
本
は
天
正
の
兵
火
に
遠
か
ら
ず
南
都
で
焼
失
し

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
清
海
曼
過
言
の
図
柄
は
細
部
を
詮

索
す
れ
ば
各
本
で
小
差
は
あ
る
が
、
構
図
の
主
要
部
は
全
く
同
じ
で
、
当
初

の
清
海
三
盛
羅
の
言
意
を
ほ
ぼ
忠
実
に
写
し
伝
え
て
来
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
酉
誉
が
応
永
三
十
四
年
に
原
本
を
拝
見
し
た
と
き
に
紺
地
泥
絵
で
あ
っ

た
こ
と
を
記
す
こ
と
な
ど
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
内
陣
の
構
図

は
智
光
曼
茶
羅
と
当
麻
曼
茶
壷
の
中
間
的
な
も
の
で
、
仏
菩
薩
の
数
も
智
光

曼
茶
羅
よ
り
は
多
く
複
雑
で
あ
る
。
一
士
　
略
一

四

　
謡
本
「
聖
光
寺
」
の
役
柄
・
構
想
・
梗
概
に
つ
い
て
し
る
す
。
ま
ず
、
役
柄
に

つ
い
て
は
、
ワ
キ
役
は
旅
僧
で
あ
り
、
前
シ
テ
は
庭
を
清
め
る
老
僕
、
後
シ
テ
は

清
水
寺
の
観
世
音
菩
薩
で
あ
る
。

　
構
想
は
聖
光
寺
に
寺
宝
と
し
て
伝
わ
る
「
清
海
曼
茶
羅
」
の
縁
起
を
中
心
に
、

仏
道
修
行
に
精
進
す
る
僧
に
対
し
て
二
度
ま
で
も
時
代
を
経
て
こ
の
世
に
顕
わ

れ
、
奇
特
を
ほ
ど
こ
す
清
水
寺
観
世
音
の
霊
験
を
謡
い
あ
げ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
梗
概
に
つ
い
て
し
る
す
と
、
ワ
キ
役
の
旅
僧
が
天
下
に
名
を
知
ら
れ

る
浄
土
三
曼
茶
羅
「
智
光
・
当
麻
・
清
海
」
の
う
ち
清
海
曼
茶
羅
だ
け
を
ま
だ

拝
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
清
水
寺
に
参
籠
し
て
祈
願
し
て
い
る
と
、
や
が

て
、
霊
夢
を
こ
う
む
り
、
急
ぎ
京
極
の
聖
光
寺
に
宿
願
の
曼
茶
羅
を
も
と
め
て
参

「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

詣
す
る
。
そ
こ
で
、
旅
僧
は
寺
の
庭
を
清
め
て
い
る
老
僕
に
こ
の
こ
と
を
告
げ

て
案
内
を
請
う
と
、
老
翁
は
旅
の
僧
を
方
丈
に
案
内
し
、
清
海
曼
茶
羅
の
い
わ
れ

を
語
り
は
じ
め
る
。
す
な
わ
ち
、
清
水
の
観
世
音
が
沙
門
清
海
の
仏
道
修
行
の
志

に
感
じ
、
一
夜
の
う
ち
に
曼
茶
羅
を
書
き
与
え
た
こ
と
を
語
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
旅
僧
は
「
大
和
の
国
華
雨
皮
の
住
呂
清
海
上
人
に
与
え
ら
れ
た
曼
茶
羅
が
、

ど
う
し
て
京
洛
の
地
で
あ
る
京
極
の
聖
光
寺
に
現
存
す
る
の
か
。
」
と
重
ね
て
問

い
た
だ
す
の
で
、
老
翁
は
さ
ら
に
言
葉
を
つ
づ
け
、
　
「
天
正
年
毎
に
良
阿
上
人
が

聖
光
寺
を
中
興
し
た
が
、
こ
の
上
人
は
専
修
百
行
の
聖
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
故

に
、
高
間
法
眼
と
い
う
人
が
帰
依
渇
仰
の
あ
ま
り
に
秘
蔵
の
清
海
立
茶
羅
を
良
阿

上
人
に
奉
り
、
ま
た
、
良
阿
上
人
が
菊
岡
西
照
と
い
う
人
に
招
請
さ
れ
た
折
、
こ

れ
を
庭
上
の
松
に
う
ち
掛
け
て
礼
拝
し
、
講
説
を
つ
づ
け
て
い
る
と
、
ち
は
や

ぶ
る
神
も
御
法
を
楽
し
ん
で
春
日
の
山
か
ら
来
場
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
　
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

て
、
清
海
曼
茶
羅
は
こ
の
よ
う
に
尊
く
世
に
伝
わ
っ
た
が
、
や
が
て
、
超
昇
寺

は
戦
火
に
よ
っ
て
焼
失
す
る
。
し
か
し
、
清
海
曼
画
院
は
奇
し
く
も
残
り
、
今
日

に
至
る
ま
で
京
極
聖
光
寺
の
寺
宝
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
御
身
の
仏
道
修
行

の
心
に
感
じ
て
、
そ
れ
を
教
え
る
た
め
に
こ
の
世
に
姿
を
顕
わ
し
た
の
で
あ
る
。

」
と
語
っ
て
老
翁
は
消
え
失
せ
る
。
　
（
本
文
中
に
『
中
入
り
』
の
文
字
は
な
い

が
、
普
通
能
楽
で
は
こ
こ
で
シ
テ
役
は
中
入
り
と
な
る
。
）

　
御
仏
に
向
っ
て
旅
僧
が
念
仏
し
て
い
る
と
、
や
が
て
、
須
弥
の
う
て
な
の
申
よ

り
妙
な
る
御
霊
が
聞
え
、
齢
八
十
を
こ
し
た
と
思
わ
れ
る
老
僧
が
鳩
杖
に
携
っ
て

あ
ら
わ
れ
「
昔
沙
門
清
海
に
仏
道
修
行
の
真
の
心
を
感
じ
、
九
品
浄
土
の
面
谷
羅

を
書
き
与
え
た
が
、
今
ま
た
、
清
海
曼
茶
羅
を
拝
む
こ
と
を
願
う
信
心
な
修
行
僧

に
逢
い
そ
の
願
い
を
叶
え
た
。
弥
陀
が
本
願
の
往
生
疑
い
な
し
。
衆
生
に
こ
れ
を

五



「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

山ノ、

利
益
せ
よ
。
」
と
て
、
た
ち
ま
ち
千
手
観
世
音
菩
薩
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
音
羽
の

山
に
消
え
失
せ
て
し
ま
う
。
旅
僧
は
あ
ま
り
の
有
難
さ
に
幾
度
も
く
礼
拝
し
、

ま
た
、
仏
道
修
行
の
た
め
に
旅
立
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

五

謡
本
聖
光
寺
（
翻
刻
）

一一　一一

本
文
の
虚
数
・
字
詰
・
振
仮
名
の
位
置
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
濁
点

の
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
こ
れ
を
つ
け
て
お
い
た
。

本
文
に
加
え
ら
れ
た
節
附
は
省
い
た
が
、
節
附
の
名
称
・
次
第
・
下
歌
・

上
歌
な
ど
は
謡
本
に
し
た
が
っ
て
記
し
た
。
ま
た
節
附
は
二
三
と
し
、
詞

は
「
　
印
と
し
た
。

本
文
の
あ
き
ら
か
に
誤
り
と
認
め
た
も
の
は
「
※
」
と
し
て
下
欄
に
記
し
た
。

章
句
中
に
お
け
る
「
註
」
は
本
文
の
下
欄
に
記
し
、
現
行
曲
の
謡
本
中
に

お
け
る
用
例
に
つ
い
て
は
、
　
（
謡
・
出
典
名
）
と
し
て
記
し
、
そ
の
後
に

用
例
を
あ
げ
た
。

纏
蟻
辮
講

　
　
　
　
　
　
　
、
｝
艶
、

　
　
　
　
　
　
　
　
’

べ
越
鉱
母
野
葱
．
亀
5
卿
空
奪

賦
㍗
駕
蜜
恥
臨
鷺

淺
麟
饗

　　

@　

@　

@　

@　

@
撃
蕪
羅
叢
難
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
薯
為
奪
　
　
　
　
纒
製
、

磁
農
漢
嬢
鷹
繹
ぜ
膿
霧
鴛
繁
’
パ

醒

次
辱
お
し
へ
う
れ
し
藻
の
唄

禾ノ
＼
開
く
る

　
　
　
　
　
ワ
キ
詞

道
に
出
で
ふ
よ
「
是
は
諸
國
行
脚
の

僧
に
て
候
。

異

我
三
々
を
廻
り
。
霞
佛

蜜
普
く
拝
み
奉
・
り
て
候
。
又
瓜
蝿
に

一
　
法
の
門
一
法
と
は
仏
法
。
仏
の
教
え
。
法
の

　
門
と
は
仏
に
同
向
を
た
ま
わ
る
こ
と
。
　
（
謡
・

　
経
政
）
日
々
夜
々
の
法
の
門
貴
賎
の
道
も
普
し

ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

二
　
智
光
－
智
光
曼
四
二
。
浄
土
三
曼
奈
羅
の
一
6
　
1

　
元
興
寺
の
智
光
が
感
得
し
た
曼
茶
羅
で
、
成
立

　
は
奈
良
時
代
中
期
。
浄
土
曼
奈
羅
の
中
最
も
古

　
く
、
そ
の
第
一
曼
奈
羅
と
称
せ
ら
て
い
る
。

　
こ
の
憂
茶
羅
の
名
が
み
ら
れ
る
記
事
は
、
日
本

　
霊
異
記
・
H
本
往
生
極
楽
記
・
往
生
拾
因
・
今

　
昔
物
語
・
扶
桑
略
記
・
水
鏡
な
ど
で
あ
る
。

三
　
當
麻
－
當
麻
曼
茶
羅
。
浄
土
三
曼
茶
羅
の

　
一
。
無
量
寿
経
や
阿
弥
陀
経
に
も
と
ず
く
阿
弥

　
陀
浄
土
変
相
図
に
観
無
量
寿
経
の
思
想
教
法
が

　
附
加
さ
れ
た
形
式
を
と
る
も
の
で
、
古
今
著
聞

　
集
巻
二
・
元
享
釈
書
第
二
八
・
當
麻
曼
茶
羅
縁

　
起
に
よ
っ
て
も
有
名
で
あ
る
。
謡
曲
「
當
麻
」

　
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
。

四
清
海
－
清
海
曼
蝦
腰
。
浄
土
三
曼
茶
羅
の

　
一
。
前
述
。



二
　
三
　
四

智
光
當
麻
清
海
と
て
。

天
下
に
隠
れ

な
き
三
の
曼
陀
羅
あ
り
。
智
光
當

麻
は
拝
し
三
一
へ
共
。

羅

清
海
の
曼
陀

は
聡
く
に
か
有
や
ら
ん
。

さ
ず

鼠
舞
み
申

　
　
　
　
　
　
　
五

尺
へ
は
。
此
度
清
水
の
観
世
音
に
参

籠申
候
へ
ば
。

蒙
り

候
程
に
。

あ
ら
た
な
る
御
払
夢
を

　
　
　
　
　
　
六

是
よ
り
す
ぐ
に
京
極
聖

光
寺
へ
と
急
ぎ
候
。

　
八

山
高
き

　
　
　
七

道
行
竺
音
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
一

驚
を
立
お
り
て
く
車
や
ど
り
馬

と
ゴ
め
。
と
ま
ら
ぬ
足
に
任
せ
つ
㌧
。

五
　
清
水
の
観
世
音
i
清
水
寺
の
千
手
千
眼
観
世

　
音
菩
薩
（
千
手
千
腎
観
世
音
菩
薩
と
も
い
う
）

　
の
こ
と
。
清
水
寺
は
京
都
市
東
山
区
に
あ
る
北

　
法
相
宗
の
総
本
山
。
西
国
三
十
三
所
の
第
十
六

　
番
札
所
。
西
暦
七
九
八
年
坂
上
田
村
麿
呂
の
建

　
立
。
　
「
セ
イ
ス
イ
ジ
」
　
「
キ
ヨ
ミ
デ
ラ
」
と
も

　
い
う
。
謡
曲
「
田
村
」
の
素
材
に
な
っ
て
い

　
る
。
千
手
観
蹄
と
は
六
観
音
の
　
で
、
阿
弥
陀

　
如
来
の
左
の
二
十
と
し
て
大
慈
大
悲
を
も
っ
て

　
十
方
世
界
に
身
を
現
じ
、
世
人
の
そ
の
名
を
称

　
す
る
音
声
を
観
じ
て
皆
解
脱
せ
し
め
る
菩
薩
。

六
　
京
極
聖
光
寺
－
京
極
綾
小
路
の
南
に
あ
た
る

　
の
で
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
。
詳
し
く
は
聖
光
寺

　
縁
起
に
前
述
。

七
音
羽
山
－
京
都
市
東
山
三
十
三
峯
の
「
。
清

　
水
寺
の
あ
る
山
。
清
水
寺
の
山
号
。
　
（
謡
・
盛

　
久
）
音
に
立
て
ぬ
も
音
羽
山
（
謡
・
田
村
）
霞

　
む
そ
な
た
や
音
羽
山
（
謡
・
西
行
桜
）
松
吹
く

　
風
の
音
羽
山
（
謡
・
花
月
）
音
羽
山
峯
の
下
枝

　
の
滴
り
に

八
　
高
き
甕
1
「
海
牛
の
毫
」
（
六
七
に
後
述
。
）

　
と
同
じ
、
　
「
蓮
台
」
の
「
台
」
と
音
羽
山
の
「

　
山
」
と
を
か
ね
た
。

九
車
や
ど
り
馬
と
ど
め
一
「
車
や
ど
り
」
と
は

　
寝
殿
造
り
の
屋
敷
の
中
門
の
外
に
あ
る
牛
車
を

　
入
れ
て
お
く
建
物
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
車
を

　
寄
せ
て
し
ば
ら
く
牛
車
を
休
め
る
と
こ
ろ
を
さ

　
す
。
清
水
の
車
宿
り
は
清
水
の
西
門
前
に
あ
っ

　
た
。
　
（
謡
・
熊
野
）
は
や
程
も
な
く
こ
れ
ぞ
こ

　
の
車
や
ど
り
馬
と
ど
め

「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
；
　
　
　
　
＝

八
坂
を
越
て
下
河
原
。
貢
碍
ケ
厨

の
松
の
色
つ
れ
な
か
ら
ず
も
置
，
相

　
　
　
三

の
臼
き
上
毛
の
鴨
川
や
流
れ
の

末
を
う
ち
渡
り
聖
光
寺
に
も
着
に

是
は

は

や

け

り

ノ
N

ワ

キ

詞

「
急
ぎ
計
画
に
。

（
貼
紙
）
申
御
寺
に
て
有
げ
に
候
先
々
御
堂

聖
光
寺
と
や
ら
ん
に
，
有
て
候
。
先
御

堂
に

あ
が
り
佛
前
を
葬
み
申
さ
ば
や
と
存

候
。
シ
テ
ー
セ
イ
M
＼
明

暮
に
御
法
の
聲
を
耳
－
に
ふ
れ
心
の

塵
を
梯
ふ
な
り
サ
シ
是
は
此
寺
に

年
久
敷
仕
へ
硝
。

三庭
を
清
め
の
老
僕

　
　
　
　
　
ロ
ヲ
ボ
ク

一
〇
　
下
河
原
－
舐
園
の
南
清
水
寺
永
観
堂
の
西

に
当
る
。
【
謡
・
熊
野
）
ヒ
な
る
黒
谷
下
河
原
。

立
出
で
て
峯
の
芸
花
や
あ
ら
ぬ
初
桜
の
祇
園
林

下
河
原

一
一
　
真
葛
ケ
原
i
葛
の
生
え
て
い
る
野
原
。

　
（
謡
・
隅
田
川
）
間
く
や
如
何
に
上
の
空
な
る

風
だ
に
も
松
に
立
一
－
す
る
習
ひ
あ
り
一
一
ケ
原
の

露
の
世
に
身
を
恨
み
て
や
明
暮
れ
ん

＝
一
　
上
毛
の
鴨
川
一
賀
茂
川
・
加
茂
川
。
京
都

市
東
部
を
貫
通
す
る
川
。
左
京
区
雲
畑
の
山
間

に
発
源
。
高
野
川
を
合
し
て
、
さ
ら
に
桂
川
に

入
る
。
（
謡
・
蝉
丸
）
憂
き
音
に
鳴
く
か
賀
茂
凪

や
（
謡
・
賀
茂
）
下
は
白
川
上
は
賀
茂
川
（
謡

懲
繍
驚
三
襟
翔
額
娩

夜
は
鴨
の
上
毛
を
思
ひ
こ
そ
や
れ
（
伊
勢
大
輔

集
）
蔵
せ
し
水
の
上
の
み
旧
く
て
鴨
の
上
毛
に

さ
へ
そ
劣
ら
ぬ
（
慶
運
法
師
集
）
夜
と
共
に
幾

重
の
霜
が
置
そ
へ
む
鴨
の
上
毛
を
波
の
こ
さ
ず

は
（
和
泉
式
部
集
）
置
く
霜
を
彿
は
ぬ
秤
は
押

な
べ
て
鴨
の
上
毛
の
衣
手
ぞ
す
る
。
起
乍
明
し

　
つ
る
哉
と
も
ね
せ
る
鴨
の
上
毛
の
霜
な
ら
な
く

に
。

＝
二
　
庭
を
清
め
の
老
僕
一
境
内
を
清
掃
す
る
老

下
僕
。
　
（
謡
・
田
村
）
木
蔭
を
清
め
給
ひ
候

は
。
い
つ
も
花
の
頃
は
木
蔭
を
清
め
野
阜
に
花

守
と
や
串
さ
ん

七



に
て
候
な
り
。

に

「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

有
難
や
此
寺
は
。
常

御
法
を
説
給
ふ
。

に
。

西貴
賎
群
集
諸
共

量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
穴

髭
鐘
の
響
絶
せ
ず
も
。
念
二
三

フ
シ
セ
ウ

昧
の
道
場
た
り
高
歌
我
等
ご
と
き
の

身　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

な
れ
共
。
悲
願
に
孚
か
も
る
べ
き
や

　
　
尺

上
歌
唯
心
の
浄
土
は
す
ぐ
に
愛
な
れ

や　
　
一
九
コ
シ
ン

く
。
一
身
の
彌
陀
と
。

に
此

聞
く
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

身
を
や
が
て
此
賛
成
佛
な
ど
か
。
な

か
成べ

き
く
ワ
キ
詞

老
人
に
尋
ね

「
い
か
に
是
な
る

　
（
貼
紙
）
シ
テ
「
此
方
の
事
に
て
候
か

申
へ
き
事
の
候
何
事
に
て
候
ぞ

一
四
　
貴
賎
群
集
i
キ
セ
ン
ク
ン
ジ
ュ
。
身
分
の

低
い
人
高
い
人
を
閥
わ
ず
多
く
の
人
々
が
集

る
こ
と
。
　
（
平
家
物
語
巻
一
）
軒
騎
群
集
し
て

門
前
市
を
な
す
。
　
（
謡
・
誓
願
寺
）
貴
賎
群
集

の
色
々
に
袖
を
連
ね
踵
を
つ
い
で
（
謡
・
実
盛

〉
こ
こ
も
「
ロ
身
の
弥
陀
の
国
貴
賎
群
集
の
称
名

の
声
（
謡
・
西
行
櫻
）
貴
賎
群
集
の
色
々
に
、

心
の
花
も
盛
ん
に
て
昔
の
春
に
飼
る
有
様
（
謡

　
・
百
萬
）
か
ざ
し
そ
多
き
花
衣
貴
賎
群
集
す
る

こ
の
寺
の
法
ぞ
尊
き
（
謡
・
賀
茂
物
狂
）
行
き

か
ふ
袖
の
色
色
に
貴
賎
群
集
の
粧
ひ
も
翻
す
侠

な
り
け
り

一
五
　
晃
鐘
－
本
文
に
「
フ
シ
セ
ウ
」
と
あ
る
は

　
「
フ
セ
ウ
」
　
「
フ
シ
ョ
ウ
」
の
誤
か
。
中
国
の

古
代
に
髭
氏
の
作
っ
た
鐘
。
転
じ
て
釣
鐘
。

　
（
謡
・
当
麻
）
後
夜
の
鐘
の
音
、
髭
鐘
の
響
称

名
の
妙
音
の
（
謡
・
誓
願
寺
）
夕
の
鐘
の
声
々

に
称
名
の
御
法
烏
鐘
の
響
聴
衆
の
人
音
（
謡
・

初
雪
）
げ
に
あ
り
が
た
き
弔
ひ
の
心
も
す
め
る

折
か
ら
に
髭
鐘
を
鳴
ら
し
声
々
に
。
　
（
謡
・
隅

田
川
）
わ
が
子
の
為
と
聞
け
ば
げ
に
こ
の
身
も

髭
鐘
を
取
り
あ
げ
て
（
謡
・
敦
盛
）
不
思
議
や

な
迎
鐘
を
鳴
ら
し
法
事
を
な
し
て
（
謡
・
高
野

物
狂
）
或
は
撮
鐘
鈴
の
声
、
耳
に
染
み
心
澄
み

　
て※

な
か
成
べ
き
一
「
な
か
る
へ
き
」
の
誤
か
。

一
六
　
念
佛
三
昧
ー
ネ
ン
ブ
ツ
ザ
ン
マ
イ
。
一
心

に
仏
身
を
観
念
す
る
。
ま
た
は
一
心
に
仏
名
を

唱
え
る
。
　
（
謡
・
誓
願
寺
）
念
佛
三
昧
に
出
で

い
る
人
の
（
謡
・
当
麻
）
念
佛
三
昧
の
定
に
入

り
給
ふ

ワ
キ

や
ぴ
　
　

カ

「
是
は
廻
國
の
修
行
者
に
て
候

清
水
の
観
世
音
の
告
に
ま
か
せ
。

清
海
の
曼
陀
羅
京
極
聖
光

寺
に
あ
り
。
急
ぎ
参
詣
申
せ
と
の

御
夢
を
蒙
り
是
迄
参
り
て

候
。
御
案
内
を
以
て
拝
ま
せ
て
遷
り

哉候
　へ

シ
テ
「
是
は
不
思
議
の
御
無
告

當
時
第
一
の
寳
物
に
て
候
。
先
々

き方
丈
へ
御
通
り
候
へ

難
や

海候
　o

ワ
キ
「
あ
ら
有

日
頃
の
願
望
叶
ひ
て
候
。
倦
清

八

［
七
　
争
か
一
「
イ
カ
デ
か
」
と
読
む
。
如
何
で

か
。一

八
　
唯
心
の
浄
土
－
極
楽
浄
土
は
心
を
離
れ
て

　
他
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
心
中
に
あ
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
（
謡
・
柏
崎
）
己
身

　
の
弥
陀
如
来
唯
心
の
浄
土
。
　
唯
心
の
浄
土
と

聞
く
時
は
（
謡
・
春
榮
）
涼
し
き
道
な
ら
ば
唯

心
の
浄
土
な
る
べ
し
（
謡
・
誓
願
寺
）
唯
心
の

　
浄
土
と
は
こ
の
誓
願
寺
を
拝
む
（
謡
・
実
盛
）

　
己
身
の
彌
陀
如
来
唯
心
の
浄
土

［
九
　
己
身
の
彌
陀
－
己
身
は
自
分
自
身
の
か
ら

　
だ
。
己
心
に
同
じ
。
彌
陀
は
浄
土
に
あ
る
の
で

　
は
な
く
て
、
却
っ
て
自
分
の
心
（
身
）
に
そ
な

　
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
大
原
談
義
に
「
極

楽
不
レ
遠
而
構
禽
億
刹
之
酉
・
彌
陀
在
一
己
壷
川

　
而
現
二
一
座
蓮
毫
之
形
一
」
と
あ
る
。
　
（
謡
・
実

盛
）
「
口
身
の
彌
陀
如
来
唯
心
の
浄
土
な
る
べ
く

　
は
尋
ぬ
べ
か
ら
ず
。
そ
れ
は
十
萬
億
土
遠
く
生

　
ま
る
る
道
な
が
ら
こ
こ
も
己
身
の
彌
陀
の
國
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
い
ま

一一

Z
　
方
丈
一
天
竺
の
維
摩
居
士
の
居
室
が
方
丈

　
で
あ
っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
寺
院
の
長
老
住
持

　
の
居
所
。
寺
院
の
主
な
室
。
転
じ
て
住
職
。
ま

　
た
は
師
の
敬
称
と
し
て
も
用
い
る
。
こ
こ
で
は

寺
院
の
主
な
部
屋
を
い
う
。
　
（
謡
・
東
北
）
あ

　
の
方
丈
は
和
泉
式
部
の
御
休
所
。



の
曼
陀
羅
と
は
。
い
か
様
三
豊
に
て

候
や
ら
ん
御
物
語
り
候
ヘ
シ
テ

ら
ば

「
さ

語
っ
て
聞
せ
申
し
候
べ
し
語
抑
此
清

海
の
曼
陀
羅
と
申
は
。
人
王
六
十

　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

六
代
一
条
の
院
の
御
宇
。
大
和
の

　
　
　
　
　
　
　
一
三

國
超
昇
寺
の
住
侶
清
海
上
人

　
チ
ヨ
セ
ウ

。
蓮
の
縣
を
集
め
て
絹
を
織
ら
せ

　
二
四。

九
品
浄
土
の
曼
陀
羅
を
糟
か
～

し
め
む
と
。

量長
徳
二
年
の
頃
か
と
よ

。
都
に
登
り
給
ひ
し
に
。

昊木
幡
の
里

一
＝
　
　
一
条
の
院
の
御
宇
－
六
十
六
代
一
条
天
皇

　
の
時
代
。
一
条
天
皇
は
寛
和
二
年
（
一
六
四
六

　
）
御
即
位
、
寛
弘
八
年
（
一
六
七
一
）
崩
御
。

　
宝
算
三
十
二
歳
。
　
（
謡
・
小
鍛
治
）
一
条
の
院

　
に
仕
へ
奉
る
橘
の
道
に
て
候
。
一
条
の
院
の
勅

　
使
に
て
あ
る
ぞ

ニ
ニ
　
大
和
の
國
超
昇
寺
一
大
和
国
生
駒
郡
都
跡

　
村
に
あ
っ
た
寺
。
ま
た
超
勝
寺
。
承
和
二
年
（

　
八
三
五
）
真
如
法
親
王
の
創
建
。
此
地
は
孝
謙

　
天
皇
の
内
裏
楊
梅
宮
（
ヤ
マ
モ
モ
ノ
ミ
ヤ
）
の
旧

　
跡
で
あ
る
。
弟
子
量
演
初
代
の
座
主
職
に
任
ぜ

　
ら
れ
る
。
正
暦
年
中
清
海
本
寺
に
入
り
念
佛
堂

　
を
建
立
し
超
昇
寺
大
念
仏
を
始
む
。
ま
た
、
浄

　
土
変
相
（
清
海
三
三
羅
）
を
霊
回
し
て
安
置
し

　
た
。
の
ち
漸
く
衰
へ
徳
川
時
代
に
至
っ
て
全
く

　
廃
絶
し
た
。
　
（
仏
教
辞
典
・
東
成
出
版
社
・
昭

　
和
1
3
年
刊
に
よ
る
）

二
三
　
清
海
上
人
－
常
陸
国
の
人
。
寛
仁
元
年
（

　
一
〇
一
七
）
没
。
興
福
寺
で
出
家
し
、
の
ち
超

　
昇
寺
に
移
っ
て
か
ら
法
華
三
昧
を
修
し
、
念
佛

　
堂
を
建
立
し
、
超
昇
寺
大
念
仏
を
始
め
る
な

　
ど
、
浄
土
往
生
の
不
断
念
仏
を
行
な
っ
て
同
寺

　
で
生
涯
を
終
え
た
僧
で
あ
る
。
　
（
日
本
往
生
極

　
楽
記
に
よ
る
）

二
四
　
九
品
浄
土
ー
ク
ホ
ン
ジ
ョ
ウ
ド
。
西
方
浄

　
土
・
極
楽
浄
土
・
九
品
安
養
界
に
同
じ
。
九
品

　
と
は
極
楽
浄
土
の
九
等
の
階
位
。
す
な
わ
ち
上

　
中
下
の
三
品
に
各
々
上
生
・
中
生
・
下
生
の
三

　
等
が
あ
る
。
　
（
謡
・
柏
崎
）
極
楽
の
九
品
上
生

　
の
塁
。
九
品
蓮
豪
の
花
散
り
て
（
平
家
物
語

　
巻
三
）
九
品
の
豪
目
の
前
に
か
か
や
き
。
九
品

　
浄
土
主
な
し

「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

に
て
行
暮
し
が
。
何
國
共
な
く

（
貼
紙
）
翁
か

老
人
一
人
搾
れ
出
。

御
僧
の
御
手
に

　
　
※
　
マ
マ

遭
せ
給
ひ
る
は
如
な
る
物
そ
と
尋
し

に　
　
　
二
七

。
是
は
繭
綜
に
て
織
た
る
絹
な
り

。
都
に
て
書
天
の
す
ぐ
れ
た
ら
ん
を

尋
て
。
九
品
浄
土
の
曼
陀
羅
を
ゑ
が

し
め
ん
と
有
し
か
ば
。
史
都
迄
も

有
ま
し
。
今
宵
の
内
に
書
て
参

　
　
　
　
　
　
ス
デ

ら
せ
む
と
て
迅
に
書
き
清
海
に

あ
た
へ
給
ふ
。

　
　
　
　
二
（
カ
ン
モ

其
時
清
海
感
毛

二
五
　
長
徳
一
一
年
一
西
暦
九
九
六
年
。
一
条
天
皇

の
御
代
。

一一

Z
　
木
幡
の
里
－
山
城
国
紀
伊
郡
。
い
ま
京
都

府
宇
治
市
木
幡
。
古
の
大
和
路
で
あ
る
。
拾
遺

集
柿
本
人
麻
呂
の
歌
「
山
科
の
木
幡
の
里
に
馬

　
は
あ
れ
ど
も
か
ち
よ
り
ぞ
来
る
君
を
思
え
ば
」

　
（
謡
・
通
小
町
）
山
城
の
木
幡
の
里
に
馬
は
あ

　
れ
ど
も

※
給
ひ
る
は
一
「
給
ひ
け
る
か
」
の
誤
か
。

二
七
繭
練
i
グ
ウ
シ
。
「
繭
」
は
「
ハ
ス
ノ
ネ

　
」
　
「
ハ
ス
」
　
「
ハ
チ
ス
」
と
も
よ
む
。
蓮
ま
た

　
は
蓮
の
根
、
蓮
の
茎
ま
た
は
根
茎
に
あ
る
繊

維
、
は
す
の
糸
な
ど
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、

繭
縣
と
は
蓮
よ
り
ひ
き
出
し
た
糸
の
こ
と
。
　
（

　
謡
・
草
子
洗
小
町
）
釈
教
の
歌
の
数
々
は
蓮
の

糸
ぞ
乱
る
（
謡
・
当
麻
）
濁
り
に
し
ま
ぬ
蓮

　
の
糸
。
蓮
の
糸
を
染
め
て
掛
け
て
乾
さ
れ
し
桜

木
二
八
　
感
毛
卓
堅
－
卓
堅
は
卓
見
の
意
で
あ
ろ

う
。
自
分
の
身
に
い
ち
は
や
く
感
じ
と
り
、
正

　
し
い
見
識
を
得
る
こ
と
。

九
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「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

卓
堅
し
て
御
身
い
か
な
る
人
な
れ
ば

　
　
　
　
　
［
死

。
か
く
有
難
郵
相
を
一
夜
の
内
に

　
　
　
　
　
　
　
な
き
か
よ
し

　
　
（
貼
紙
）
と
は
な
き
後
は
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
て
あ
る
な
り

。
圭
旦
が
㌧
む
と
は
い
ぶ
か
し
さ
よ
と

道有
　　し

　　か
　　ば
　　　o

あ
㌧
野
鼠
清
海
。
汝
仏

修
行
の
志
を
感
し
。
九
品
浄
土
の

曼
陀
羅
を
一
夜
に
書
き
與
ふ
る

な
り
と
。
音
羽
の
・
田
に
飛
去
給
ふ
。

夫
よ
り
末
世
に
伝
來
し
て
。
今
に

清
海
の
曼
陀
羅
と
は
申
な
り

　
　
三
一

ワ
キ
「
實
有
難
き
御
事
か
な
。

清
海

二
九
　
愛
相
－
変
相
図
。
極
楽
の
荘
厳
、
地
獄
の

相
状
、
そ
の
ほ
か
仏
教
説
話
・
経
説
な
ど
を
図

絵
に
し
た
も
の
。
浄
土
変
相
・
地
獄
変
相
・
本

行
経
変
相
な
ど
。
こ
こ
で
は
浄
土
変
相
図
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

　
う
。
浄
土
変
相
図
は
略
し
て
変
と
も
い
い
所
顕

　
の
尊
像
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
浄
土
変
・
薬
師
浄
土

　
変
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
諸
仏
の
浄
土
は
経
典
に

　
も
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
複
雑
神
秘

　
で
凡
人
の
理
解
を
超
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た

　
め
、
そ
の
光
景
を
わ
か
り
や
す
く
具
体
化
し
て

　
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
〇
　
實
有
難
き
i
「
實
」
は
「
ゲ
ニ
」
と
よ
む
。

　
（
謡
・
身
延
）
げ
に
あ
り
が
た
き
法
の
道
。

緒一
〇

謂
1
「
イ
ワ
レ
」
と
よ
む
。
由
来
。
由

三
二
　
超
勝
寺
－
超
昇
寺
に
同
じ
。
前
述
。

三
三
　
平
安
城
園
寺
－
平
安
「
ジ
ョ
ウ
オ
ン
ジ
」

　
と
よ
む
べ
き
か
。
伝
未
詳
。

三
四
　
速
の
事
に
委
敷
1
「
ト
テ
モ
の
コ
ト
に
ク

　
ワ
シ
ク
」
と
よ
む
。

　
　
　
　
一
三

曼
陀
羅
の
謂
は
乾
く
承
は
り

　
　
　
　
三
二

ぬ
。
さ
て
超
勝
寺
大
和
の
國
。

聖
光

又
は

　
　
三
5

寺
は
平
安
城
園
寺
共
に
等
し
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
西

。
何
と
て
聖
光
寺
に
納
る
謂
。
連
の

事
に
委
敷
御
物
か
た
り
候
へ

ク
リ
地

竺
抑
此
聖
光
寺
と
申
は
。

は
丹
波
の
國
。

御
本
尊

三
玉篠

村
八
幡
大
菩
薩
の

　
　
　
　
三
六

御
神
体
。
鎮
西
聖
光
上
人
。

三
七
　
　
　
　
　
ユ
ィ
セ
キ

撰
揮
傳
授
の
遺
跡
に
て
。

則
御
直
筆

の
御
影
を
残
し
置
れ
し
御
寺
な
り

一
〇

三
五
　
閑
居
八
幡
大
菩
薩
－
篠
村
八
幡
宮
は
京
都

　
府
南
桑
田
郡
篠
村
字
篠
に
鎮
座
。
村
社
。
応
神

　
天
皇
・
仲
哀
天
皇
・
神
功
皇
后
を
祀
る
。
篠
村

　
は
保
津
川
の
右
岸
に
あ
っ
て
本
国
国
府
の
所
在

　
に
接
近
し
、
加
ふ
る
に
京
都
に
程
近
い
景
勝
の

　
地
に
あ
る
。
こ
こ
は
も
と
平
家
の
所
領
で
あ
っ

　
た
が
、
そ
の
没
落
後
源
氏
の
有
と
な
り
、
一
時

　
義
経
の
勧
賞
地
に
当
て
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

　
て
、
鎌
倉
以
降
源
氏
と
の
由
緒
深
く
八
幡
宮
の

　
鎮
座
さ
る
べ
き
史
的
契
機
を
蔵
し
た
の
で
あ

　
る
。
　
（
神
道
大
辞
典
・
平
凡
社
・
昭
和
1
4
年
刊

　
に
よ
る
）
大
菩
薩
と
は
修
行
の
過
程
に
お
い
て

　
既
に
得
た
功
徳
を
決
し
て
退
失
し
な
い
地
位
す

　
な
わ
ち
不
退
位
に
至
っ
た
菩
薩
を
い
う
。

三
六
　
鎮
西
聖
光
上
人
i
浄
土
宗
鎮
西
派
開
祖
。

　
鎮
西
上
人
正
宗
国
師
の
謹
号
が
あ
る
。
筑
前
国

　
香
月
庄
の
人
。
窓
保
二
年
壬
年
五
月
六
日
辰
刻

　
誕
生
。
七
才
に
し
て
仏
門
に
入
り
、
教
義
を
き

　
わ
め
て
筑
後
の
国
善
導
寺
に
浄
土
宗
の
一
派
を

　
開
山
し
た
が
鎮
西
の
人
で
あ
る
か
ら
こ
の
よ
う

　
に
名
付
け
た
。
七
十
七
才
嘉
頑
四
年
戊
閏
二
月

　
九
日
没
。

三
七
　
採
寸
傳
授
i
セ
ン
ジ
ャ
ク
デ
ン
ジ
ュ
。
撰

　
揮
と
は
撰
揮
本
願
念
仏
集
の
こ
と
。
二
巻
。
法

　
然
上
人
が
九
条
兼
実
の
求
め
に
応
じ
て
、
念
仏

　
が
往
生
成
仏
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た

　
書
。
西
暦
＝
九
八
年
成
る
か
。
浄
土
宗
の
根

本
聖
典
で
あ
る
故
に
こ
れ
を
伝
え
授
け
る
の
で

　
あ
る
。
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サ
シ
シ
テ
　
　
　
　
　
　
三
（

竺
其
後
天
正
年
中
に
。
良
塗
上
回

申
興
す
。

三
乳専

修
浄

セ
ン
シ
ユ

か
の
良
阿
上
人
と
申
は
。

ギ
ヨ
ウ

業
の
聖
に
て
。

　
　
圏
0

て
は
。
四

　
　
サ
ン
や

春
の
山
野
に
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里

方
の
に
し
き
を
詠
や
り
て
シ
テ
竺
奥

山
に
尋
ね
入

て
も
捨
や
ら
ぬ
身
の
爲
に
つ
む
。

に
の

た

早
蕨
と
詠
じ
た
り
ク
セ
二
一
暇
初
の

サ
ハ
ラ
ビ
　
　
　
　
　
　
地

言
葉
に
も
。

な
し
。

四
二

厭
離
欣
求
の
外
は

エ
ン
リ
ゴ
ン
グ

　
　
　
　
四
三
　
　
　
　
　
因

又
折
々
は
奈
良
の
京
。
春
日

の
里
に
参
り
つ
㌧
。
信
男
信
女
を

引
導
す
。

　
　
　
　
　
※

浄
土
の
願
ひ
昇
か
ら
ぬ

　
　
　
　
　
ヒ
キ

三
八
　
良
口
上
人
－
伊
勢
国
松
阪
樹
敬
寺
の
僧
。

　
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
聖
光
寺
の
堂
宇
を

　
再
建
し
、
青
海
曼
茶
羅
を
得
て
寺
宝
と
な
す
。

　
聖
光
寺
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
。

三
九
　
奪
修
浄
業
ー
セ
ン
シ
ュ
ジ
ョ
ウ
ゴ
ウ
。
セ

　
ン
ジ
ュ
ジ
ョ
ウ
ギ
ョ
ウ
。
専
修
浄
行
の
こ
と
。

　
ひ
た
す
ら
念
仏
を
称
え
他
の
行
を
修
め
る
こ
と

　
な
く
仏
法
清
浄
の
行
を
修
め
る
こ
と
。

四
〇
　
四
方
の
に
し
き
ー
ヨ
モ
の
に
し
き
。
ま
わ

　
り
の
は
な
や
か
な
春
の
畏
色
は
あ
た
か
も
錦
を

　
織
り
な
し
た
よ
う
で
あ
る
。
　
（
謡
・
桜
川
）
山

　
花
開
け
て
錦
に
似
た
り

四
一
　
奥
山
に
尋
ね
入
て
も
捨
や
ら
ぬ
身
の
た
め

　
に
つ
む
た
に
の
早
蕨
－
出
典
未
詳
。
俗
世
を
の

　
が
れ
奥
山
に
分
け
入
っ
て
も
、
な
お
、
世
俗
の

　
欲
望
を
捨
て
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
食
欲
を
み

　
た
す
た
め
に
谷
の
早
蕨
を
手
折
る
業
深
き
自
分

　
で
あ
る
よ
。
こ
の
作
者
の
持
つ
業
を
解
脱
し
た

　
境
地
を
詠
ん
だ
も
の
に
次
の
よ
う
な
和
歌
が
あ

　
る
。
新
葉
和
歌
集
・
二
十
・
釈
教
歌
・
中
務
卿

　
宗
良
親
王
の
法
華
経
品
の
歌
を
人
の
す
㌧
め
侍

　
り
し
中
に
「
序
品
入
二
三
深
山
一
思
二
唯
佛
道
一
」

　
の
心
を
と
し
て
詠
ん
だ
歌
「
山
深
み
尋
ね
入
り

　
て
ぞ
迷
ひ
な
き
佛
の
道
は
し
る
べ
か
り
け
る
」

※
昇
か
ら
ぬ
一
「
卑
か
ら
ぬ
」
の
誤
か
。

「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

高
間
法
眼
と
云
人
あ
り
。

の
計

り
に
や
。

超
昇
寺

突蹄
依
渇
仰

キ
エ
カ
ツ
ゴ
ウ

我
不
思
議
の
佛
縁
に
て
。

の
曼
陀
羅
を
。

　
圏
七。

自
他

秘
藏
し
て
持
た
る
也

の
利
益
に
備
へ
か
し
と
上
人
に
奉
る

　
　
宍

シ
テ
筑
亦
興
福
寺
の
衆
徒
の
中
に
。

四
乳
　
サ
イ

菊
岡
西

照
と
い
ふ
人
。

上
人
を
招
請
し
。

　
　
　
シ
ヤ
ウ
ダ
イ

　
　
　
吾

庭
上
の
松
の
し
づ
え
に
打
掛
て
。

此
曼
陀
羅
を
禮
葬
す
。
講
説

時
う
つ
り
聞
人
感
涙
を
流
し

け
り
。

軍一千
早
振
神
も
御
法
を
楽

四
一
一
厭
離
欣
求
ー
エ
ン
リ
ゴ
ン
グ
。
オ
ン
リ
ゴ

　
ン
グ
。
汚
れ
た
こ
の
世
を
厭
い
逃
れ
、
心
か
ら

　
仏
道
に
蹄
依
す
る
こ
と
を
願
い
求
め
る
。
　
（
太

　
平
記
二
〇
）
厭
離
着
姿
の
心
は
日
々
に
す
す

　
み
、
欣
求
の
念
時
々
に
ま
さ
り
け
れ
ば
。

四
三
　
奈
良
の
京
一
奈
良
の
都
。
　
（
謡
・
杜
著
）

　
昔
初
冠
し
て
奈
良
の
京
（
謡
・
雲
雀
山
）
奈
良

　
の
都
の
八
重
桜
咲
き
か
へ
る
道
ぞ
め
で
た
き

　
（
謡
・
釆
）
女
げ
に
や
古
に
奈
良
の
都
の
代
々

　
を
経
て
（
謡
・
龍
田
）
古
き
名
の
奈
良
の
都
を

　
立
ち
出
で
て

四
四
　
春
日
の
一
一
謡
曲
の
舞
台
と
し
て
は
、
釆

　
女
・
春
日
龍
神
・
野
守
な
ど
が
あ
る
。
　
（
謡
・

　
杜
若
）
昔
初
冠
し
て
奈
良
の
京
。
春
日
の
里
に

　
知
る
よ
し
し
て
狩
に
往
に
け
り
（
謡
・
大
仏
供

　
養
）
神
も
教
え
の
牡
鹿
な
く
春
日
の
里
に
着
き

　
に
け
り
（
謡
・
釆
女
）
過
ぐ
れ
ば
こ
れ
ぞ
奈
良

　
坂
や
春
日
の
里
に
着
き
に
け
り

四
五
　
高
間
法
眼
　
一
京
の
絵
師
高
三
法
限
の
こ

　
と
か
。
版
本
・
拾
遺
都
名
所
圖
會
に
「
南
都
の

　
維
師
高
天
法
眼
」
と
あ
る
。
伝
未
詳
。

四
六
　
鰯
依
渇
仰
ー
キ
エ
カ
ツ
ゴ
ウ
。
仏
の
感
得

　
に
心
を
傾
け
て
信
仰
す
る
こ
と
。
渇
し
て
は
水

　
を
思
い
、
山
に
対
し
て
は
高
き
を
仰
ぐ
よ
う
に

　
深
く
仏
道
に
爵
依
す
る
こ
と
。
　
（
謡
・
吉
野
静

　
）
衆
徒
悉
く
参
寒
し
蹄
依
渇
仰
に
恵
み
を
い
だ

　
き
給
ふ
べ
し

＝
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し
み
て
。

よ
り
。

「
聖
光
寺
」
　
に
つ
い
て

玉
里光

り
を
松
に
春
日
山

　
　
　
　
　
　
　
垂

來
掴
ま
し
ま
せ
ば
影
向
の

松
と
名
付
た
り
。

　
　
　
　
　
茜

今
に
玉
名
を
菊

岡
の
庭
に
験
を
残
し
た
り

ロ
ン
ギ

地

三
崎
有
難
き
お
ん
事
の
。
超

昇
寺
と
申
は
。
今
に
口
跡
有
成
覧

切至難
　　し
　　く
　　語
　　り
　　給
　　へ
　　や
　　を
　　ア

　　さ
　　れ
　　ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

乱
の
回
録
に
か
㌧
り
て
。
今
は
甕
も

ヒ
ヤ
ウ
　
ク
ハ
イ
ロ
ク

白
露
の
。
秋
の
稻
葉
に
置
か
へ
て

地竺
名
は
消
や
ら
で
超
昇
寺
村
に
残
り

四
七
　
自
他
の
利
益
－
利
益
は
そ
の
功
徳
を
い

　
う
。
み
ず
か
ら
も
救
わ
れ
、
他
人
に
も
功
徳
を

　
ほ
ど
こ
す
こ
と
。

四
八
　
興
福
寺
一
奈
良
市
登
大
路
町
に
あ
る
寺
。

　
法
相
宗
の
大
本
山
で
南
都
七
大
寺
の
一
。
藤
原

　
氏
の
氏
寺
と
し
て
、
そ
の
氏
神
春
日
神
社
を
も

　
管
轄
し
、
久
し
く
盛
大
を
極
め
た
。

四
九
　
菊
岡
西
照
－
伝
未
詳
。

五
〇
　
松
の
し
づ
え
一
「
し
づ
え
」
は
「
下
枝
」

　
の
意
。
し
た
え
だ
。
し
ず
え
だ
。
　
（
万
葉
集
五

　
）
梅
が
し
づ
え
に
（
万
葉
集
九
）
し
づ
え
に
の

　
こ
れ
る
は
な
は
（
万
葉
集
＝
二
）
し
づ
え
に
し

　
め
を
か
け
し
が

五
一
　
工
－
早
振
神
も
一
「
千
早
振
」
は
神
の
枕

　
詞
。
　
（
謡
・
賀
茂
）
千
早
振
神
に
歩
み
を
運
ぶ

　
（
謡
・
水
無
月
）
千
早
振
神
の
忌
垣
も
越
え
つ

　
べ
し
（
謡
・
翁
）
千
早
振
神
の
ひ
こ
さ
の
昔
よ

　
り
（
謡
・
逆
矛
）
千
早
振
神
の
祭
早
め
ん

五
一
一
光
り
を
松
に
一
「
松
」
に
「
待
つ
」
を
い

　
い
か
け
て
い
る
。

五
三
　
影
向
ー
ヨ
ウ
ゴ
ウ
。
ヨ
ウ
コ
ウ
。
他
に
エ

　
ゴ
ウ
・
エ
イ
コ
ウ
の
よ
み
方
が
あ
る
。
神
仏
が

　
一
時
応
現
す
る
こ
と
。
（
謡
・
弓
八
幡
）
あ
ら
た

　
な
る
御
影
向
（
謡
・
雨
月
）
あ
り
が
た
の
影
向
や

　
返
す
心
も
住
吉
の
。
あ
り
が
た
の
影
向
や
月
住

　
吉
の
（
謡
・
釆
女
）
春
日
山
宮
の
峯
に
影
向
（

　
謡
・
嵐
山
）
こ
の
花
に
影
向
な
る
も
の
を
（
謡

　
・
大
社
）
今
月
は
神
有
月
と
諸
神
影
向
な
り
（

　
謡
・
養
老
）
諸
天
来
去
影
向
か
な
（
謡
・
冨
士

　
山
）
冨
士
浅
間
の
唯
今
の
影
向
（
謡
・
江
島
）

　
弁
才
天
影
向
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
毫

て
曼
陀
羅
は
シ
テ
竺
九
品
の
縁
や
九

重
の
地
雪
花
の
都
の
シ
テ
竺
巷
な
る

此
聖
光
寺
に
納
ま
れ
り
。

果
一
月
天

に
在
時
は
。
影
萬
水
に
浮
ふ
也

　
　
玉
九

御
身
煩
悩
の
業
波
静
な
る

ゆ
へ
に
。

妬心
も
清
き
海
ま
さ
に

謂
れ
た
り
。
今
宵
は
愛
に
念

出
し
て
。
一
夜
を
明
し
給
へ
と
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空

方
丈
の
室
に
入
と
み
え
て
書

け
す
や
う
に
失
に
け
り
く

＝
一

五
四
　
菊
岡
の
庭
－
菊
岡
の
「
菊
」
に
「
聞
く
」

　
を
い
い
か
け
て
い
る
。

五
五
　
刀
兵
の
回
録
1
「
刀
」
も
「
兵
」
も
武
器

　
の
こ
と
。
　
「
回
生
」
は
「
回
禄
」
が
正
し
い
。

　
火
の
神
よ
り
転
じ
て
火
事
で
焼
け
る
こ
と
。
す

　
な
わ
ち
、
戦
火
に
よ
っ
て
焼
失
す
る
こ
と
。
　
（

　
平
治
物
語
）
も
し
回
禄
あ
ら
ば
朝
家
の
一
大
事

　
た
る
べ
し

，
五
六
　
今
は
亜
も
白
露
の
秋
の
二
葉
に
置
か
へ

　
て
一
栄
枯
盛
衰
の
世
の
な
ら
い
を
い
っ
た
も

　
の
。
そ
の
昔
威
を
誇
っ
た
寺
院
の
屋
根
も
崩
れ

　
果
て
、
白
露
が
今
は
蔓
と
ち
が
っ
て
秋
の
稻
葉

　
に
や
ど
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

五
七
九
品
の
縁
－
極
楽
浄
土
の
弥
陀
如
来
の
お
3
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
引
き
あ
わ
せ
。

五
八
　
一
月
天
に
在
時
は
影
萬
水
に
浮
か
ぶ
也
－

　
一
つ
の
月
が
天
に
光
り
輝
く
時
は
月
の
光
は
す

　
べ
て
の
水
の
上
に
輝
き
浮
か
ぶ
も
の
だ
。
萬
水

　
と
は
多
量
の
水
気
、
多
く
の
川
・
海
の
意
に
用

　
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
海
を
さ
す
。
　
（
謡
・

　
融
）
一
輪
も
降
ら
ず
萬
水
も
昇
ら
ず
　
　
（
謡
・

　
山
姥
）
苔
の
露
よ
り
滴
り
て
波
濤
を
畳
む
引
水

　
　
（
謡
・
蝉
丸
）
月
の
影
は
天
に
か
か
っ
て
萬
水

　
の
底
に



　
　
穴
二
　
　
　
　
　
　
　
穴
三
．

ワ
キ
寂
真
の
扉
に
す
め
る
月
影
の

上
歌
シ
ヤ
ク
マ
ク

ツ
ヨ
ク

く
。

至
ら
ぬ
里
は
あ
ら
ね
と
も
。

詠
む
る
人
の
心
に
ぞ
。
す
む
と
計
に

六
國
　
　
　
査

定
水
の
。
心
境
す
め
ば
。

ハ
ロ
ウ

波
浪
動
ず
る
事
少
な
く
。

六
識
の

佛
に
撃
て
座
し
居
た
り
く

　
　
　
棄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

後
シ
テ
へ
唯
頼
め
し
め
じ
が
原
の
さ

し
も
草
．
。

我
世
の
中
に
。
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は

　
　
　
　
穴
七

地
然
不
思
議
や
須
彌
の
う
て
な
よ
り

　
　
六
（

く
妙
成
御
聲
の
聞
え
つ
㌧
。

五
九
　
煩
悩
の
波
静
か
な
る
故
に
1
衆
生
の
心
身

　
を
悩
乱
し
、
迷
界
に
つ
な
ぎ
と
ど
ま
ら
せ
る
一

　
切
の
妄
念
を
は
ら
い
除
け
、
貧
・
瞑
・
痴
・
慢

　
・
疑
・
見
な
ど
を
超
越
し
て
六
識
の
波
も
静
ま

　
る
故
に
。

六
〇
　
心
も
清
き
海
ま
さ
に
顯
れ
た
り
1
仏
道
修

　
行
に
ひ
た
す
ら
精
進
す
る
清
き
直
す
な
わ
ち
沙

　
門
清
海
の
前
に
、
ま
さ
し
く
あ
ら
わ
れ
た
。

六
一
　
書
き
け
す
や
う
に
一
「
書
き
け
す
」
は
「

　
掻
き
消
す
」
の
あ
て
字
。

六
二
　
寂
莫
の
扉
に
ー
シ
ャ
ク
マ
ク
。
ジ
ャ
ク
マ

　
ク
。
も
の
さ
び
し
く
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
住

　
居
。
　
（
法
華
経
法
師
品
）
　
「
若
説
レ
法
之
人
。

　
濁
在
二
空
閑
塵
一
、
寂
莫
無
二
人
聲
一
、
讃
二
号
此

　
経
典
一
、
我
爾
時
爲
現
二
清
浄
光
明
身
一
。
」

　
（
太
平
記
一
）
上
人
寂
莫
の
扉
に
お
は
し
ま
し

　
て
妙
典
を
読
等
し
給
ひ
け
る
時
（
謡
・
芭
蕉
）

　
山
陰
の
寂
莫
と
あ
る
柴
の
戸
に
こ
の
御
経
を
読

　
講
ず
る

六
三
　
月
影
の
至
ら
ぬ
里
は
あ
ら
ね
ど
も
詠
む
る

　
人
の
心
に
ぞ
す
む
i
月
の
光
の
と
ど
か
な
い
里

　
は
な
い
け
れ
ど
も
、
月
を
な
が
め
る
人
の
心
に

　
よ
っ
て
光
の
と
ど
か
な
い
所
も
あ
る
も
の
だ
。

　
ま
こ
と
に
仏
心
の
慈
愛
の
よ
う
に
月
の
光
は
人

　
の
心
の
中
に
こ
そ
す
む
も
の
で
あ
る
よ
。

　
（
続
千
載
和
歌
集
・
巻
十
）
月
影
の
い
た
ら
ぬ

　
里
は
な
け
れ
ど
も
な
が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む

　
（
古
今
和
歌
集
・
巻
十
七
）
且
見
れ
ど
疎
く
も

　
あ
る
哉
月
影
の
到
ら
ぬ
里
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば

「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

八
旬
に
た
け
給
ひ
た
る
老
僧
。
鳩
杖

に
携
は
り
。

　
タ
ツ
サ

顯
は
れ
給
ふ
は
有
難

　
　
　
　
　
竺

か
り
け
る
。
奇
特
か
な

ぎ

ワ
キ
竺
ふ
し

ゃ
な
夢
ま
ぼ
ろ
し
共
分
ざ
る
に

さ
も
妙
成
し
御
姿
の
あ
ら
わ
れ

給
ふ
は
不
思
議
さ
よ
シ
テ
認
む
か
し

清
海

七
二佛

道
修
行
の
。

真
の
心
を
感
ず
る

友
に
。
九
品
浄
土
の
曼
陀
羅
を

　
エ
ガ
　
カ
レ

書…

ｫ
彼
に
あ
た
ふ
詞

「
其
故
に
來
世

七
三

の
衆
生
の
結
縁
を
な
す
。

今
亦
汝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヨ
ウ

六
四
　
定
水
ー
ジ
ョ
ウ
ス
イ
。
　
「
定
」
と
は
、
仏

　
語
で
心
を
一
境
に
集
注
さ
せ
無
念
無
想
の
域
に

　
住
す
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
澄
み
わ
た
る
静
か

　
な
水
の
よ
う
な
境
地
を
い
う
。

六
五
　
一
境
す
め
ば
六
識
の
波
浪
動
ず
る
事
少
な

　
く
一
仏
語
で
「
境
」
と
は
六
境
（
色
・
声
・
香

　
・
味
・
解
・
法
）
三
類
境
を
い
う
。
　
「
六
識
」

　
と
は
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意

　
識
の
総
称
で
六
境
を
知
覚
す
る
こ
と
。
す
な
わ

　
ち
、
こ
こ
で
は
一
境
を
会
得
す
れ
ば
、
六
識
の

　
波
も
静
ま
る
と
い
う
の
で
、
心
を
一
境
に
集
注

　
さ
せ
無
の
境
地
に
い
た
れ
ば
心
は
静
ま
り
悟
境

　
に
入
る
を
い
う
。

六
六
　
唯
頼
め
し
め
じ
が
原
の
さ
し
も
草
我
世
の

　
中
に
あ
ら
ん
限
り
は
1
新
古
今
戸
・
巻
二
十
に

　
清
水
の
観
音
の
御
詠
と
し
て
「
な
ほ
頼
め
標
茅

　
が
原
の
さ
し
も
草
わ
れ
世
の
中
に
あ
ら
ん
限
り

　
は
」
と
あ
る
を
引
い
た
。
標
茅
が
原
は
下
絡
国

　
に
あ
り
、
さ
し
も
草
の
産
地
。
さ
し
も
草
は
蓬

　
で
茎
の
短
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
心
の

　
短
い
意
に
た
と
え
、
　
「
短
気
を
お
こ
さ
ず
ひ
た

　
す
ら
我
を
頼
め
」
と
い
っ
た
の
も
。
袋
草
子
に

　
こ
の
歌
の
註
と
し
て
「
物
思
ひ
け
る
女
の
、
は

　
か
み
＼
し
か
る
ま
じ
く
は
死
な
ん
と
申
し
け
る

　
に
示
し
け
る
」
と
あ
る
。
　
　
（
謡
・
田
村
・
船

　
弁
慶
・
藍
染
川
）
こ
の
歌
の
全
句
を
引
い
て
い

　
る
。

一
三
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「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

信
心
を
冷
し
。
彼
曼
陀
羅
を

拝
ま
ん
事
を
願
ふ
。

茜噴
彌
陀
が
本

　
　
　
　
萱
　
　
　
　
　
　
　
実

像
の
念
佛
往
生
疑
ひ
な
し
。
衆

生
に
是
を
利
益
せ
よ
と
ち
か
ら

　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
七
七

を
謂
ふ
る
ば
か
り
な
り
地
誓
ひ
て

し
。
く
音
羽
の
滝
の
糸
な
が
く
。

願
ひ
し
玉
も
清
水
の
邊
り

に
す
ん
で
。

ら
ぬ

幾
千
代
か
。
我
さ
へ
し

　
　
　
　
　
　
七
八

翁
な
り
シ
テ
竺
機
縁
の
水
す
め
ば

七
九感

慮
す
め
ば
感
鷹
の
。

月
も
う

六
七
　
須
彌
の
う
て
な
一
須
彌
壇
。
寺
院
の
仏
殿

　
の
仏
像
を
安
置
す
る
壇
。
も
と
世
界
の
中
心
に

　
讐
え
立
つ
と
い
わ
れ
た
須
彌
山
（
妙
高
山
・
妙

　
光
山
と
も
い
う
）
を
か
た
ち
ど
つ
た
壇
を
い

　
”
つ
。

六
八
　
妙
成
御
聲
一
「
妙
成
」
は
「
妙
な
る
」
不

　
思
議
な
ま
で
に
尊
厳
な
御
三
。

六
九
　
八
旬
に
た
け
給
ひ
た
る
一
「
八
旬
」
は
ハ

　
ッ
シ
ュ
ン
。
ハ
ジ
ュ
ン
。
八
十
才
を
こ
え
ら
れ

　
た
。
　
　
（
謡
・
盛
久
）
八
旬
に
た
け
給
ひ
ぬ
と

　
見
え
さ
せ
給
ふ
　
（
謡
・
摂
待
）
八
旬
に
及
ぶ

　
母

七
〇
　
鳩
杖
一
斗
は
食
す
る
時
む
せ
な
い
鳥
で
あ

　
る
と
し
、
こ
れ
に
あ
や
か
る
た
め
、
老
人
用
の

　
杖
の
に
ぎ
り
の
部
分
に
鳩
の
形
を
つ
け
た
も

　
の
。

七
一
　
奇
特
ー
キ
ド
ク
。
不
思
議
な
し
る
し
。
す

　
ぐ
れ
た
き
き
め
。
　
（
謡
・
臼
髭
）
か
か
る
奇
特

　
に
逢
う
事
も
唯
こ
れ
君
の
御
蔭
ぞ
と
　
　
（
謡
・

　
須
磨
源
氏
）
さ
る
程
に
天
下
に
奇
特
の
告
あ
り

　
し
か
ば
　
　
（
謡
・
石
橋
）
目
前
の
奇
特
あ
ら
た

　
な
り

七
二
　
佛
道
修
行
の
真
の
心
1
仏
果
に
至
る
た
め

　
に
仏
の
教
え
を
修
習
し
お
こ
な
い
、
ひ
た
す
ら

　
仏
道
の
教
え
に
は
げ
む
心
。
仏
果
と
は
悟
り
に

達
す
る
こ
と
。

か
ぶ
は
水
の
み
か
。

八
O和

田
の
原
。
廣

マ海
7
gb

き

海
に
も
う

か
ぶ
也

ヨ
ア
八へ

か
れ
は

　
　
　
　
　
　
八
一

彌
陀
佛
の
地
竺
三
三
海
に
や
浮
ふ

　
　
　
　
　
（
二

ら
ん
シ
テ
竺
我
は
水
な
り
音
羽
の
滝

の
清
き

水明地
と　＾へ

　　清
　　き
　　水
　　に
　　ぞ
　　跡
　　を
　　た
　　る

　　と
　　ア

海
と
は
は
な
れ
共
地
獣
同
じ
く
清

き
法
性
の
空
よ
り
成
て
。
汝
が
夢

を
署
す
な
り
と
。
御
聲
も
終

　
　
　
八
四

ら
ぬ
に
紫
雲
た
な
び
き
た
ち

　
　
（
筥

ま
ち
千
手
の
姿
を
顯
は
し

一
四

七
三
　
衆
生
の
結
縁
ー
シ
ュ
ジ
ョ
ウ
の
ケ
チ
エ

　
ン
。
　
「
衆
生
」
と
は
一
切
の
生
物
。
す
べ
て
の

　
人
物
や
動
物
。
有
情
な
る
も
の
。
　
「
結
縁
」
と

　
は
成
仏
得
道
の
因
縁
を
結
ぶ
こ
と
。
す
な
わ

　
ち
、
生
か
さ
れ
て
い
る
者
達
が
仏
縁
に
結
ば
れ

　
る
こ
と
。
　
　
（
謡
・
嵐
山
）
悪
業
の
衆
生
の
苦

　
患
を
助
け
　
　
（
謡
・
兼
平
・
臼
髭
）
　
一
切
の
衆

　
生
悉
有
佛
性
　
　
（
謡
・
楊
貴
妃
）
い
つ
を
衆
生

　
の
始
め
と
知
ら
ず
　
　
（
謡
・
鵜
祭
）
有
縁
の
衆

　
生
を
守
る
　
　
（
謡
・
自
然
居
士
）
我
等
與
衆
生

皆
共
成
（
自
然
居
士
）
　
（
謡
・
菊
慈
童
）
具

　
一
切
功
徳
慈
眼
視
衆
生
　
　
（
謡
・
当
麻
）
光
明

　
遍
照
十
方
の
衆
生
を
　
　
（
謡
・
定
家
）
随
衆
生

性
所
愛
不
同
　
　
（
謡
・
春
日
明
神
）
小
磯
の
衆

　
生
益
な
き
を
　
　
（
謡
・
善
界
）
但
住
衆
生
心
想

　
之
申
　
　
（
謡
・
身
延
）
濁
乱
の
衆
生
な
れ
ば
こ

　
の
縄
は
　
　
（
謡
・
賀
茂
）
法
界
無
縁
の
衆
生
を

　
だ
に
　
子
を
思
し
　
　
（
謡
・
兼
平
）
仏
衆
生
通

ず
る
身
　
（
謡
・
山
姥
）
仏
あ
れ
ば
衆
生
あ
り

　
（
謡
・
車
僧
）
仏
あ
れ
ば
衆
生
も
あ
り
　
（
謡

　
・
舎
利
）
仏
あ
れ
ば
衆
生
も
あ
り
善
悪
又
不
二

　
（
謡
・
土
車
）
仏
は
衆
生
を
　
子
と
思
し
　
　
（

　
謡
・
卒
都
婆
小
町
）
仏
も
衆
生
も
隔
て
な
し

　
（
謡
・
鵜
祭
）
　
（
謡
・
百
万
）
衆
生
の
た
め
の

　
人
な
れ
ば
　
　
（
謡
・
身
延
）
衆
生
の
愉
楽
も
今

　
（
謡
・
土
車
）
不
念
佛
諸
仏
念
衆
生
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音
羽
の
山
へ
。
い
ら
せ
給
へ
ば
旅

僧
は
御
輿
を
し
た
ひ
奉
り
千
度

百
度
禮
書
し
く
し
て
又

修
行
に
ぞ
出
に
け
る

文
化
十
四
歳丁

子
春

写
之

此
本
何
方
へ
参
り
候
共
早
々

御
か
へ
し
被
下
さ
れ
候

文
政
三
辰
三
月
改
之

今
井
　
米
七

七
四
　
彌
陀
が
本
願
－
仏
菩
薩
が
過
去
の
世
に
お

　
い
て
発
起
し
た
誓
願
。

七
五
　
往
生
一
現
世
を
去
り
浄
土
に
て
生
ま
れ
る

　
こ
と
。
　
（
謡
・
源
氏
供
養
）
榊
栞
の
さ
し
て

　
往
生
を
願
う
べ
し
。

七
六
　
誓
ひ
て
し
1
衆
生
救
済
の
御
誓
願
を
も
つ

　
た
。

七
七
　
音
羽
の
滝
の
糸
な
が
く
1
音
羽
山
よ
り
流

　
れ
い
で
る
滝
水
は
糸
の
よ
う
に
な
が
く
流
れ
落

　
ち
て
。
　
「
な
が
く
」
は
な
が
く
垂
れ
る
水
と
、

　
永
く
清
水
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
と
を
か
け

　
て
い
る
。
　
　
（
謡
・
田
村
）
風
の
ど
か
な
る
魚

　
羽
の
瀧
の
白
練
の
　
（
謡
・
源
氏
供
養
）
自
河

　
表
過
ぎ
ゆ
け
ば
音
羽
の
瀧
を
よ
そ
に
見
て

　
（
拾
玉
集
）
く
り
返
し
乱
れ
て
人
を
渡
す
か

　
な
清
水
寺
の
瀧
の
白
糸
。

七
八
　
機
縁
一
衆
生
に
善
根
の
機
根
が
あ
っ
て
、

　
仏
陀
の
教
え
を
う
け
る
縁
の
あ
る
こ
と
。
　
（
謡

　
・
佐
原
）
あ
り
が
た
き
機
縁
に
て
ま
し
ま
せ

　
（
謡
・
望
月
）
機
縁
あ
る
我
等
か
な

七
九
　
感
三
一
信
心
が
神
仏
の
霊
に
通
じ
る
。
　
（

　
謡
・
和
布
刈
）
温
帯
の
禮
鍵
感
応
の
　
　
（
謡
・

　
張
良
）
諸
仏
も
感
応
　
　
（
謡
・
弓
張
月
）
地
神

　
も
感
応
の
海
山
　
　
（
謡
・
源
太
夫
）
人
間
の
業

　
な
り
と
も
感
応
な
ど
か
　
　
（
謡
・
賀
茂
）
感
応

　
あ
れ
ば
影
向
微
妙
の
　
　
（
謡
・
嵐
山
・
朝
長
）

　
感
応
肝
に
銘
ず
る
折
か
ら

「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

八
O
　
和
田
の
原
ー
ワ
タ
の
パ
ラ
。
ワ
ダ
の
バ
ラ
。

　
海
の
原
。
海
原
。
お
お
う
み
。
　
（
古
今
集
・
旅

　
）
わ
た
の
は
ら
八
十
島
か
け
て
漕
ぎ
出
で
ぬ
と

　
人
に
は
告
げ
よ
艇
の
釣
舟
。
こ
の
他
数
多
く
の

　
例
が
和
歌
に
み
ら
れ
る
。

八
一
　
智
願
－
仏
法
に
お
け
る
弥
陀
が
本
願
の
信

　
り
へ
の
願
い
。

八
二
　
我
は
水
な
り
音
羽
の
瀧
の
清
き
清
き
水
に

　
そ
跡
を
た
る
一
「
水
」
と
「
音
」
と
「
瀧
」
と

　
「
沿
き
」
と
「
た
る
」
（
垂
る
）
と
は
縁
語
。
清

　
き
水
は
清
水
寺
と
の
描
詞
。
「
跡
を
た
る
」
と
は

　
　
　
ス
イ
ジ
ヤ
ク

　
仏
語
「
垂
　
」
の
意
で
仏
菩
薩
の
本
体
を
本
地

　
と
い
い
、
そ
の
本
体
よ
り
種
々
の
身
を
現
し
て

　
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
を
い
う
。
忌
味
は
、
我

　
は
清
水
の
観
世
音
で
あ
る
。
音
羽
山
か
ら
落
ち

　
る
清
い
水
、
す
な
は
ち
、
清
水
の
観
世
音
が
こ

　
の
世
に
姿
を
あ
ら
わ
し
て
衆
生
を
救
う
の
で
あ

　
る
。

八
三
　
水
と
海
と
は
は
な
れ
共
同
じ
く
清
き
法
性

　
の
1
清
水
寺
の
観
世
音
と
沙
門
清
海
、
清
水
の

　
「
水
」
と
清
海
の
「
海
」
と
は
違
う
け
れ
ど

　
も
、
清
水
の
「
清
」
と
清
海
の
「
清
」
と
は
同

　
じ
く
清
く
真
如
で
あ
り
、
悪
心
で
あ
る
。
法
性

　
と
は
万
有
の
本
性
で
仏
智
の
内
容
を
な
す
も

　
の
。
す
な
わ
ち
、
無
明
を
断
っ
た
悟
り
の
心
で

　
あ
る
。
真
如
と
も
実
相
と
も
い
う
。
　
　
（
謡
・

　
清
経
）
無
明
も
法
性
も
乱
る
る
敵
　
　
（
謡
・
葛

　
城
）
法
性
真
如
の
窒
の
山
　
　
（
謡
∴
尚
野
物
語

　
）
旧
姓
随
縁
の
月
の
影
は
八
つ
の
谷
に
　
　
（
謡

　
・
源
氏
供
養
）
法
性
の
空
に
至
り
　
　
（
謡
・
藍

　
染
川
）
法
性
の
都
を
出
で
て
分
段
同
居
の
境

　
に
。

八
四
　
紫
雲
た
な
び
き
1
紫
色
の
雲
（
念
仏
行
者

　
の
臨
終
の
と
き
、
仏
が
紫
雲
に
乗
り
来
迎
す
る

　
と
い
う
）
が
薄
く
横
に
長
く
引
き
。
（
謡
・
九

　
世
戸
）
紫
雲
た
な
び
き
異
香
薫
じ
　
　
（
謡
・
水

　
無
瀬
川
）
紫
雲
た
な
ひ
き
音
楽
聞
え
　
　
（
謡
・

　
誓
願
寺
）
紫
雲
た
な
び
く
夕
［
影
　
　
（
謡
・
国

　
栖
）
紫
雲
の
た
な
び
い
た
る
を
舞
ま
い
給
う
か

　
（
謡
・
現
在
七
面
）
紫
雲
た
な
び
き
四
種
の
花

　
降
り

八
五
　
千
手
の
姿
－
千
手
千
眼
観
世
膏
菩
薩
の

　
姿
。
千
手
観
音
は
六
観
音
（
台
密
で
は
、
聖
観

　
立
日
・
工
－
屯
丁
儲
剛
阻
日
・
確
灼
頭
伽
齪
立
日
・
十
一
而
四
智
酬
立
日
・

　
曇
空
網
索
観
膏
・
如
意
輪
観
音
の
諸
菩
薩
を
い

　
い
、
東
密
で
は
不
空
絹
索
の
か
わ
り
に
准
提
を

　
挙
げ
る
）
の
一
。
千
手
観
音
は
、
普
通
は
四
十

　
手
、
掌
中
に
各
一
限
を
も
ち
、
一
手
ご
と
に
二

　
十
五
有
を
救
う
と
い
い
、
頭
上
に
九
面
ま
た
は

　
十
一
面
が
あ
る
。
六
道
の
う
ち
餓
鬼
迫
を
摂
化

　
す
る
。
千
手
は
同
時
に
無
限
の
動
作
を
な
し
、

　
千
眼
は
同
時
に
一
切
の
事
理
を
知
る
。
こ
の
菩

　
薩
の
自
在
神
力
を
標
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
五
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「
聖
光
寺
」
に
つ
い
て

山ノ、

　
以
上
、
謡
本
「
聖
光
寺
」
の
紹
介
と
そ
の
成
立
に
つ
い
て
記
し
、
そ
の
素
材
・

役
柄
・
構
想
・
梗
概
を
述
べ
、
さ
ら
に
全
曲
本
文
の
翻
刻
・
歌
聖
を
こ
こ
ろ
み
て

き
た
。

　
謡
本
「
聖
光
寺
」
は
、
清
水
寺
と
京
極
聖
光
寺
と
を
舞
台
と
し
て
い
る
が
、
現

行
曲
の
う
ち
、
京
都
清
水
寺
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
曲
は
「
花
月
」
「
田
村
」

「
東
岸
居
士
」
　
「
三
井
寺
」
　
「
熊
野
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
「
花
月
」
　
「
東
岸
居

士
」
は
、
た
ま
く
場
所
が
都
の
名
所
清
水
寺
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
　
「
三
井
寺

」
は
、
清
水
寺
に
籠
っ
て
親
子
の
再
会
を
祈
っ
て
い
る
母
親
が
夢
の
お
告
げ
を
う

け
、
三
井
寺
で
遂
に
親
子
の
対
面
が
か
な
い
、
母
子
と
も
ど
も
郷
里
に
帰
り
、
や

が
て
富
貴
の
家
と
な
る
と
い
う
の
で
、
こ
こ
で
は
、
清
水
の
観
世
音
の
御
利
益
に

よ
っ
て
め
で
た
く
親
子
が
再
会
で
き
た
悦
び
が
謡
わ
れ
て
い
る
。
謡
曲
「
聖
光
寺

」
は
、
清
海
石
弓
羅
縁
起
を
中
心
に
清
水
の
観
世
音
が
仏
道
修
行
す
る
僧
に
対
し

て
二
度
ま
で
も
奇
特
を
ほ
ど
こ
す
と
い
う
構
想
で
あ
る
こ
と
は
前
に
も
の
べ
た

が
、
謡
曲
「
田
村
」
に
み
ら
れ
る
画
趣
と
類
似
し
て
い
る
点
が
多
く
、
曲
の
進
め

方
、
内
容
の
と
ら
え
方
な
ど
、
勝
修
羅
三
番
の
一
つ
で
あ
り
、
花
も
実
も
兼
ね
そ

な
え
た
名
曲
「
田
村
」
に
勝
ら
ず
と
も
、
そ
の
味
わ
い
を
同
じ
く
す
る
こ
と
の
で

き
る
曲
と
し
て
、
清
水
の
観
世
音
の
霊
験
を
讃
え
、
曲
の
盛
り
上
り
に
成
功
し
た

謡
も
の
と
し
て
、
番
外
謡
曲
「
聖
光
寺
」
と
番
謡
「
田
村
」
と
を
比
較
し
な
が
ら

論
を
進
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
「
田
村
」
に
お
け
る
前
半
は
、
清
水
寺
縁
起
を
説
く
の
が
主
で
、
後
半
は
、
清

一
六

水
寺
の
建
立
者
で
あ
る
大
納
言
坂
上
田
村
麿
呂
の
幽
霊
が
あ
ら
わ
れ
、
凶
徒
を
平

げ
た
軍
物
語
を
す
る
が
、
最
後
に
、
こ
れ
も
観
音
の
仏
力
で
あ
る
と
い
っ
て
消
え

失
せ
る
の
で
あ
る
。
本
曲
の
清
水
寺
建
立
の
由
来
は
、
今
昔
物
語
巻
十
一
「
田
村

将
軍
始
建
二
清
水
寺
一
語
第
三
二
」
　
「
参
考
源
平
盛
衰
記
」
の
清
水
寺
縁
起
（
南
部

本
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
　
「
聖
光
寺
」
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
「
鳩
杖
に
携

り
、
八
旬
に
た
け
た
る
老
翁
」
と
は
、
清
水
寺
縁
起
の
中
で
賢
心
な
る
人
が
夢
の

お
告
げ
に
よ
っ
て
新
京
の
東
の
山
の
中
を
お
と
ず
れ
、
そ
こ
で
「
老
い
て
髪
白
し

曲
形
ち
七
十
身
許
也
」
と
い
う
行
住
に
あ
い
「
こ
こ
に
堂
宇
を
建
立
せ
よ
」
と
告

げ
て
か
き
消
す
よ
う
に
失
せ
た
清
水
の
観
世
音
で
あ
る
。

　
ま
た
、
　
「
聖
光
寺
」
に
お
い
て
、
清
水
の
観
世
音
の
霊
夢
を
蒙
り
、
と
ま
ら
ぬ

足
に
任
せ
つ
つ
旅
僧
が
急
ぎ
聖
光
寺
を
訪
れ
て
、
最
初
に
声
を
か
け
た
の
が
「
庭

を
清
め
の
老
僕
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
後
シ
テ
の
清
水
の
観
世
音
で
あ
　
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

り
、
清
海
曼
茶
羅
の
い
わ
れ
を
語
り
、
方
丈
の
い
お
り
の
中
に
入
る
と
み
え
て
か

き
消
す
よ
う
に
失
せ
る
の
で
あ
る
。
　
「
田
村
」
に
お
い
て
も
、
東
国
の
僧
が
滝
の

響
き
も
静
か
な
清
水
寺
に
着
い
て
、
最
初
に
尋
ね
た
者
は
「
い
つ
も
花
の
頃
は
木

蔭
を
清
め
候
程
に
。
花
守
と
や
申
さ
ん
。
又
々
つ
こ
と
や
申
す
べ
き
」
」
と
言
い
、

両
者
と
も
前
シ
テ
が
庭
を
清
め
の
人
で
あ
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
ま
た
、
　
「
田
村

」
で
は
清
水
の
建
立
者
田
村
麿
呂
、
　
「
聖
光
寺
」
で
は
清
水
の
観
世
音
の
違
い
こ

そ
あ
れ
、
最
後
は
同
じ
く
清
水
の
千
手
観
世
音
菩
薩
に
対
し
て
そ
の
仏
力
を
あ
り

が
た
く
拝
す
る
境
地
に
お
わ
る
。
　
「
蛮
声
も
終
ら
ぬ
に
紫
雲
た
な
び
き
、
た
ち
ま

ち
千
手
の
姿
を
あ
ら
わ
し
音
羽
の
山
に
入
ら
せ
給
へ
ば
旅
僧
は
御
跡
を
し
た
い
千

度
百
度
禮
拝
し
て
又
修
行
に
ぞ
出
で
に
け
る
」
と
「
聖
光
寺
」
で
は
結
び
、
　
「
田

村
」
で
は
、
武
勇
を
語
る
曲
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
弓
馬
の
道
の
所
作
を
し
、
・



合
戦
の
は
な
や
か
さ
を
存
分
に
披
露
し
た
後
、
　
「
あ
り
が
た
し
あ
り
が
た
し
や
誠

に
呪
詔
。
諸
毒
薬
糠
油
。
観
音
の
力
を
合
は
せ
て
既
ち
還
著
於
本
人
即
ち
還
著

於
本
人
の
敵
は
亡
び
け
り
。
こ
れ
。
観
音
の
。
仏
力
な
り
」
と
観
音
の
御
利
益
に

深
く
頭
を
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
両
者
と
も
後
シ
テ
に
お
い
て
、
過

去
を
語
る
に
お
い
て
の
曲
の
高
ま
り
は
す
ば
ら
し
い
。
た
だ
「
田
村
」
は
武
勇
の

さ
ま
で
あ
る
か
ら
地
謡
と
武
勇
の
所
作
と
が
溶
け
あ
っ
て
、
舞
台
の
は
な
や
か
さ

と
曲
の
た
か
ま
り
は
、
見
る
者
の
心
を
捉
え
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
が
「
聖
光
寺

」
に
お
い
て
は
そ
の
殆
ど
が
「
語
り
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
　
「
田
村
」
の
よ
う

に
修
羅
の
巷
の
所
作
も
な
く
、
観
客
に
訴
え
る
と
こ
ろ
も
少
い
。
し
か
し
、
一
貫

し
て
、
清
水
の
観
世
音
の
霊
験
を
謡
い
あ
げ
て
い
る
の
で
、
そ
の
演
技
が
ま
こ

と
に
重
厚
で
、
神
の
尊
厳
を
あ
ら
わ
し
得
る
な
ら
ば
、
こ
の
謡
曲
の
も
つ
幽
玄
の

世
界
に
人
々
を
ひ
き
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
謡
本
「
聖
光
寺
」
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
京
都
の
聖
光
寺
と
由
緒
を
同
じ
く
す

る
浄
土
宗
鎭
西
派
の
寺
に
、
　
「
は
く
さ
ん
の
銀
杏
の
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
奈
良

の
聖
光
寺
が
あ
る
。
奈
良
市
鳴
川
町
白
山
辻
子
に
あ
る
寺
で
、
本
尊
は
同
じ
く
阿

弥
陀
如
来
像
で
、
鎭
西
山
と
号
し
、
も
と
南
都
元
興
寺
申
の
一
庵
で
あ
っ
た
が
、

建
久
八
年
鎭
西
聖
光
こ
の
地
を
留
錫
念
仏
道
場
と
し
た
。
永
禄
一
二
年
（
一
五
六

九
）
感
蓮
社
応
誉
の
代
に
現
寺
号
を
称
し
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
照
蓮
社
光

誉
伽
藍
々
完
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
（
全
国
寺
院
名
鑑
・
全
日
本
仏
教
会
寺

院
名
鑑
刊
行
会
・
昭
和
4
4
年
3
月
刊
に
よ
る
）

　
同
じ
く
「
全
国
寺
院
名
鑑
」
に
よ
れ
ば
、
浄
土
宗
寺
院
で
熊
本
県
に
「
聖
光
寺

」
と
称
せ
ら
れ
る
寺
が
あ
る
。
こ
の
寺
の
本
尊
は
阿
弥
陀
如
來
・
観
音
大
勢
至
両

菩
薩
で
、
寺
宝
は
、
善
導
大
師
・
法
然
上
人
像
で
あ
る
。
竹
林
院
と
号
し
、
開
創

「
聖
光
寺
」
　
に
つ
い
て

は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
開
山
の
直
壁
。
宗
祖
法
然
に
よ
っ
て
独
創
さ
れ
た
撰

択
本
願
念
仏
の
実
践
道
場
で
あ
る
。
ま
た
、
一
説
に
加
藤
清
正
が
熊
本
城
築
城
の

と
き
建
立
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
以
上
二
寺
を
謡
本
「
聖
光
寺
」
に
ち
な
ん
で

付
記
し
た
。

　
お
わ
り
に
、
貴
重
な
研
究
資
料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
上
に
、
お
忙
し
い
御
研
究

の
中
を
御
指
導
た
ま
わ
り
ま
し
た
田
中
重
太
郎
先
生
、
参
考
資
料
を
お
貸
し
下
さ

り
、
い
ろ
く
お
教
示
下
さ
い
ま
し
た
柿
谷
雄
三
先
生
に
、
こ
の
誌
面
を
お
か
り

し
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
専
任
講
師
・
国
文
学
）
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